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南
京
国
民
政
府
の
地
方
予
算
編
成
過
程
に
関
す
る
考
察

　
　
　　
　
　
　
　
　

江
西
省
政
府
民
国
二
四（
一
九
三
五
）年
度
地
方
総
概
算
を
例
と
し
て　
　

佐　

藤　
　

淳　

平

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

中
国
で
は
北
京
政
府
期
以
降
、
中
央
政
府
で
は
財
政
部
が
、
省
政
府
で
は
財
政
庁
が
主
計
の
中
心
と
な
る
一
方
、
会
計
組
織
の
独
立

性
は
十
分
に
保
た
れ
て
お
ら
ず
、
袁
世
凱
政
権
下
の
一
時
期
を
除
け
ば
省
レ
ベ
ル
の
独
立
し
た
会
計
組
織
も
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
1
（

。

こ
う
し
た
財
務
行
政
・
主
計
・
出
納
・
会
計
監
査
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
形
で
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
十
分
に
働
か
ず
、
地
方
的
徴
収
の

頻
発
と
そ
れ
に
伴
う
財
政
統
計
の
不
正
確
さ
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
積
年
の
課
題
に
対
し
て
、
南
京
国
民
政
府
（
以
下
、
国
民
政
府
）
は
各
公
務
機
関
に
財
務
行
政
・
主
計
・
出
納
・
会
計
監
査

の
四
系
統
に
属
す
る
担
当
者
が
駐
在
し
、
相
互
に
監
視
・
協
力
し
て
財
政
事
務
に
当
た
る
聯
綜
組
織
を
構
想
し
た
。
そ
し
て
国
家
全
体

二
一
一
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の
主
計
を
担
う
組
織
と
し
て
は
、
一
九
三
一
年
四
月
に
国
民
政
府
主
計
処
を
設
置
し
た
上
で
、
同
年
一
一
月
公
布
の
予
算
章
程
に
よ
り

国
民
政
府
主
計
処
を
組
み
込
ん
だ
予
算
編
成
の
手
順
を
定
め
た
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
五
権
憲
法
下
で
は
行
政
が
予
算
の
編
成
を
独
占

的
に
行
い
、
立
法
・
司
法
・
考
試
・
監
察
の
四
権
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
主
計
は
望
ま
し
く
な
い
と
す
る
考
え
（
超
然
主
計
）
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
主
計
処
に
は
、
従
前
の
財
務
行
政
組
織
優
位
の
状
況
を
打
破
し
、
財
政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

は
ず
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
国
民
政
府
期
の
予
算
編
成
過
程
を
考
察
す
る
場
合
、
行
政
院
と
主
計
処
と
の
関
係
性
を
解
明
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
民
政
府
の
予
算
編
成
過
程
に
つ
い
て
は
既
に
少
な
か
ら
ず
先
行
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、
同
時
代
の
も
の
と
し
て
、
羅
介
夫
『
中

国
財
政
問
題
』（
上
海
：
太
平
洋
書
店
、
一
九
三
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
）
2
（

。
羅
は
同
研
究
に
お
い
て
、
財
政
部
長
と
財
政
庁
の
間
に
統
属
関

係
が
な
く
、
財
政
部
長
に
は
直
接
的
に
指
揮
す
る
権
能
が
な
い
こ
と
、
主
計
処
が
独
占
的
に
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
財
政
部
は
事
実
上

全
く
そ
れ
に
関
与
し
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
、
議
定
機
関
が
二
重
に
あ
り
（
中
央
政
治
会
議
と
立
法
院
の
こ
と
を
指
す
）
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限

が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
ま
た
林
田
和
夫
の
研
究
も
あ
る
が
、
同
研
究
は
事
実
認
定
の
多
く
を
羅
介
夫
の
研
究
に
負
っ

て
お
り
、
あ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
高
い
と
は
言
え
な
い
）
3
（

。

　

後
年
の
研
究
と
し
て
は
、
金
子
肇
、
張
連
紅
、
武
乾
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
子
は
、
一
九
三
一
年
四
月
の
胡
漢
民
（
前
立
法
院

長
）
主
導
に
よ
る
主
計
処
の
設
置
に
よ
り
、
主
計
処
が
国
民
政
府
の
予
算
を
編
成
す
る
部
署
で
あ
る
「
予
算
策
定
機
構
の
基
軸
」
と
し

て
定
着
し
た
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
金
子
の
論
考
で
は
「
国
家
予
算
の
編
成
と
決
定
に
問
題
を
限
定
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す

二
一
二
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る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
方
予
算
の
審
査
・
決
定
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
）
4
（

。
張
連
紅
は
、
一
九
三
一
年
の
予

算
章
程
に
基
づ
き
、
省
市
政
府
が
議
定
し
た
概
算
案
は
主
計
処
と
行
政
院
に
送
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
が
）
5
（

、
行
政
院
及
び
財
政
部
が
概

算
案
の
送
付
先
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
改
定
後
で
あ
り
、
叙
述
が
や
や
不
正
確
な
点
が
あ
る
。
ま
た
武

乾
は
、
国
民
政
府
期
の
予
決
算
制
度
を
概
観
し
、
県
市
レ
ベ
ル
で
は
会
計
・
監
査
人
員
が
不
足
し
公
庫
組
織
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
予
決
算
制
度
を
適
切
に
運
用
で
き
ず
不
正
が
横
行
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
）
6
（

。

　

武
乾
が
言
う
よ
う
に
、
行
政
の
末
端
で
主
計
処
を
中
心
と
す
る
予
決
算
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く

と
も
地
方
予
算
に
関
し
て
は
一
九
三
一
年
四
月
の
主
計
処
設
置
を
も
っ
て
主
計
処
が
予
算
策
定
の
組
織
と
し
て
定
着
し
た
と
は
言
え
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
が
本
稿
で
扱
う
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
修
正
は
先
行
研
究
で
は
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
一
九
三
四
年
の
予
算
章
程
修
正
が
一
九
三
一
年
の
予
算
章
程
を
部
分
的
に
修
正
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
修
正
は
主
計
処
の
設
置
以
降
予
算
編
成
過
程
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
行
政
院
の
地
方
概
算

へ
の
介
入
を
復
活
さ
せ
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
国
民
政
府
の
予
算
編
成
の
中
で
も
中
央
政
府
及
び
会
計
組
織
の
監
査
が
及
び
に
く
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
地
方
概

算
編
成
過
程
に
お
い
て
主
計
処
と
行
政
院
及
び
財
政
部
は
如
何
な
る
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
を
、
江
西
省
政
府
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
年
度
地
方
総
概
算
を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
地
方
総
概
算
は
一

九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
修
正
後
、
国
民
政
府
の
統
治
下
で
最
初
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
且
つ
南
京
の
中
国
第
二
歴
史
檔
案

館
所
蔵
の
財
政
部
檔
案
に
関
連
部
局
の
詳
細
な
や
り
取
り
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
の
目
的
を
達
す
る
う
え
で
好
事
例
で
あ
る
と

二
一
三
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考
え
ら
れ
る
。

　

地
方
総
概
算
の
作
成
過
程
を
検
証
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
国
民
党
統
治
下
の
な
る
べ
く
多
く
の
省
を
扱
う
こ
と
が
好
ま
し

い
が
、
現
状
で
は
史
料
的
制
約
か
ら
全
て
を
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
入
手
可
能
な
史
料
が
存
在
す
る
江
西
省
の

事
例
を
中
心
に
扱
い
、
そ
の
他
の
省
に
つ
い
て
は
原
南
京
国
民
政
府
主
計
処
歳
計
局
編
『
歳
計
年
鑑
』（
香
港
：
明
石
文
化
国
際
出
版
、
二

〇
〇
五
年
、
一
九
三
四
〜
一
九
三
七
年
版
の
影
印
）
を
用
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
　
　
　
　

一
、
一
九
三
〇
年
度
予
算
章
程
に
見
ら
れ
る
予
算
編
成
の
手
順

　

本
節
で
は
一
九
三
一
年
一
一
月
公
布
の
予
算
章
程
の
前
に
行
わ
れ
て
い
た
一
九
二
九
年
一
一
月
（
一
九
三
〇
年
二
月
公
布
）
の
予
算
章

程
に
つ
い
て
簡
潔
に
扱
う
。
一
九
二
九
年
一
一
月
の
予
算
章
程
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
特
に

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
国
民
政
府
に
お
い
て
も
北
京
政
府
と
同
様
に
当
初
は
予
算
編
成
が
財
政
部
を
主
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
点

で
あ
る
。

　

国
民
政
府
は
北
伐
終
了
後
の
一
九
二
八
年
一
一
月
二
二
日
に
第
一
次
全
国
財
政
会
議
の
議
決
に
基
づ
い
て
「
国
家
収
入
地
方
収
入
劃

分
標
準
」
と
「
国
家
支
出
地
方
支
出
劃
分
標
準
」
を
公
布
し
た
）
7
（

。『
民
国
続
財
政
史
』
に
よ
れ
ば
、
国
家
収
入
は
塩
税
、
海
関
税
／
内
地

税
、
常
関
税
、
煙
酒
税
、
巻
煙
草
税
、
石
油
税
、
釐
金
／
こ
れ
に
類
似
す
る
通
過
税
、
郵
便
小
包
税
、
印
紙
税
、
取
引
所
税
、
会
社
／

商
標
登
録
税
、
沿
海
漁
業
税
、
国
有
財
産
収
入
、
国
有
営
業
収
入
、
中
央
行
政
収
入
、
そ
の
他
国
家
に
属
す
べ
き
現
有
の
収
入
の
計
一

六
項
目
、
地
方
収
入
は
田
賦
、
不
動
産
登
録
税
、
牙
税
（
問
屋
・
仲
買
業
な
ど
に
課
す
る
税
金
）、
質
屋
税
、
屠
殺
税
、
内
地
漁
業
税
、
船

二
一
四
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舶
税
、
家
屋
税
、
地
方
財
産
収
入
、
地
方
営
業
収
入
、
地
方
行
政
収
入
、
そ
の
他
地
方
に
属
す
べ
き
現
有
の
収
入
の
計
一
二
項
目
で
あ
っ

た
。
ま
た
新
設
予
定
の
国
家
収
入
と
し
て
所
得
税
、
遺
産
税
、
特
殊
消
費
税
、
出
廠
税
、
そ
の
他
国
家
に
属
す
べ
き
収
入
の
五
項
目
、

新
設
予
定
の
地
方
収
入
と
し
て
営
業
税
、
宅
地
税
、
所
得
税
の
附
加
税
、
そ
の
他
地
方
に
属
す
べ
き
収
入
の
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
）
8
（

。

釐
金
は
将
来
的
に
廃
止
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
た
め
、
国
家
収
入
に
お
い
て
は
特
殊
消
費
税
、
地
方
収
入
に
お
い
て
は
営
業
税

を
代
替
財
源
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
）
9
（

。
新
た
に
省
政
府
に
移
管
さ
れ
た
税
金
の
内
、
田
賦
や
営
業
税
は
比
較
的
金
額
が
多
く
、

北
京
政
府
期
と
比
べ
て
地
方
収
入
が
法
的
に
拡
充
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
国
家
支
出
は
中
央
党
務
費
、
中
央
立
法
費
、
中
央
監
察
費
、
中
央
考
試
費
、
政
府
／
所
属
機
関
行
政
費
、
陸
海
軍
／
航
空

費
、
中
央
内
務
費
、
中
央
外
交
費
、
中
央
司
法
費
、
中
央
教
育
費
、
中
央
財
務
費
、
中
央
農
鉱
工
商
費
、
中
央
交
通
行
政
費
、
蒙
蔵
事

務
費
、
中
央
僑
務
費
、
中
央
移
民
費
、
総
理
陵
墓
費
、
中
央
官
業
経
営
費
、
中
央
建
設
費
、
中
央
年
金
費
、
中
央
内
外
各
債
償
還
費
の

二
一
項
目
、
地
方
支
出
は
地
方
党
務
費
、
地
方
立
法
費
、
地
方
行
政
費
、
公
安
費
、
地
方
司
法
費
、
地
方
教
育
費
、
地
方
財
務
費
、
地

方
農
鉱
工
商
費
、
公
有
事
業
費
、
地
方
建
設
費
、
地
方
衛
生
費
、
地
方
救
卹
費
、
地
方
債
款
償
還
費
の
一
三
項
目
で
あ
っ
た
。
北
京
政

府
期
の
地
方
支
出
は
概
ね
地
方
立
法
費
、
地
方
行
政
費
、
公
安
費
、
地
方
教
育
費
、
地
方
財
務
費
、
地
方
農
鉱
工
商
費
、
地
方
工
程
費
、

地
方
救
䘏
費
と
い
っ
た
費
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
南
京
国
民
政
府
期
に
は
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
地
方
党
務
費
、
地
方
司
法
費

と
い
っ
た
新
た
な
費
目
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
中
央
立
法
費
、
地
方
立
法
費
は
議
会
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
は
計
上
さ
れ

な
か
っ
た
。
ま
た
地
方
司
法
費
は
承
審
制
度
が
撤
廃
さ
れ
る
前
に
暫
時
必
要
と
さ
れ
た
費
用
で
あ
っ
た
）
10
（

。

　

そ
し
て
一
九
二
九
年
一
一
月
に
財
政
部
に
よ
り
「
中
華
民
国
編
制
十
九
年
度
預
算
章
程
草
案
」
が
国
民
政
府
に
上
呈
さ
れ
、「
中
央
党

二
一
五
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務
予
算
書
を
財
政
部
に
送
る
」
と
い
う
第
一
八
条
、「
省
市
党
務
予
算
書
を
当
該
省
の
財
政
庁
も
し
く
は
特
別
市
財
政
局
に
送
る
」
と
い

う
第
三
八
条
の
削
除
な
ど
若
干
の
修
正
を
加
え
た
の
ち
、
中
央
政
治
会
議
を
通
過
し
、
一
九
三
〇
年
二
月
に
予
算
章
程
は
公
布
さ
れ
た
）
11
（

。

そ
の
主
な
編
成
手
順
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
）
12
（

。
な
お
、
章
程
中
の
第
一
級
予
算
と
は
各
機
関
が
編
成
し
た
当
該
機
関
（
附
属
機
関
を
含

む
）
の
歳
入
歳
出
予
算
を
指
す
。
ま
た
、
国
家
予
算
に
お
い
て
は
中
央
各
主
管
機
関
が
第
一
級
予
算
を
取
り
ま
と
め
て
編
成
し
た
予
算
、

地
方
予
算
に
お
い
て
は
各
省
財
政
庁
、
各
特
別
市
財
政
局
が
第
一
級
地
方
予
算
を
取
り
ま
と
め
て
編
成
し
た
当
該
省
市
予
算
を
第
二
級

予
算
と
呼
ぶ
。

国
家
予
算
編
成
の
手
順

①
国
家
収
支
に
属
す
各
機
関
は
当
該
機
関
の
歳
入
歳
出
予
算
書
（
第
一
級
）
を
一
九
三
〇
年
三
月
三
一
日
以
前
に
主
管
機
関
に
送

る
。

②
各
主
管
機
関
は
第
一
級
予
算
を
審
査
し
、
各
分
類
歳
入
歳
出
予
算
書
（
第
二
級
）
を
作
り
、
一
九
三
〇
年
四
月
三
〇
日
以
前
に
財

政
部
に
送
る
。

③
財
政
部
は
第
二
級
予
算
書
を
審
査
し
意
見
を
付
け
、
一
九
三
〇
年
五
月
三
一
日
以
前
に
中
央
政
治
会
議
に
送
る
。

④
中
央
政
治
会
議
は
第
二
級
予
算
書
の
各
部
門
の
概
数
を
定
め
、
一
九
三
〇
年
六
月
三
〇
日
以
前
に
各
主
管
機
関
及
び
財
政
部
、

審
計
部
に
送
り
、
審
計
部
に
審
査
さ
せ
る
。

⑤
各
主
管
機
関
は
中
央
政
治
会
議
の
通
知
が
届
い
た
後
、
所
属
機
関
に
通
知
し
、
確
定
し
た
概
数
と
元
の
予
算
と
一
致
し
な
い
部

分
や
項
目
が
変
更
さ
れ
新
た
に
配
分
が
必
要
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
一
ヵ
月
以
内
に
確
定
さ
れ
た
範
囲
に
照
ら
し
て
予
算
を

二
一
六
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編
成
し
直
し
、
主
管
機
関
か
ら
財
政
部
及
び
審
計
部
に
送
る
。

⑥
財
政
部
は
中
央
政
治
会
議
が
確
定
し
た
金
額
に
照
ら
し
て
国
家
歳
入
歳
出
総
予
算
書
を
行
政
院
に
送
り
、
行
政
院
は
更
に
国
民

政
府
に
送
っ
て
公
布
す
る
。

地
方
予
算
編
成
の
手
順

①
地
方
収
支
の
各
機
関
は
当
該
機
関
の
歳
入
歳
出
予
算
書
（
第
一
級
）
を
作
り
、
一
九
三
〇
年
三
月
三
一
日
以
前
に
省
財
政
庁
或
い

は
特
別
市
財
政
局
に
送
る
。

②
各
省
財
政
庁
、
各
特
別
市
財
政
局
は
第
一
級
予
算
を
審
査
し
、
省
市
歳
入
歳
出
予
算
書
（
第
二
級
）
を
作
り
、
一
九
三
〇
年
四
月

三
〇
日
以
前
に
省
市
政
府
に
送
る
。

③
各
省
市
政
府
は
省
市
歳
入
歳
出
予
算
書
を
議
定
し
、
一
九
三
〇
年
五
月
一
五
日
以
前
に
財
政
部
に
送
る
。

④
財
政
部
は
各
省
市
歳
入
歳
出
予
算
書
に
意
見
を
付
け
、
一
九
三
〇
年
五
月
三
一
日
以
前
に
中
央
政
治
会
議
に
送
る
。

⑤
中
央
政
治
会
議
は
各
省
市
予
算
を
査
定
し
、
一
九
三
〇
年
五
月
三
一
日
以
前
に
各
省
市
政
府
及
び
財
政
部
に
通
知
す
る
。
各
機

関
で
再
度
配
分
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
は
決
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
予
算
を
編
成
し
直
し
、
省
財
政
庁
或
い
は
特
別
市
財
政
局
に

報
告
さ
せ
る
。

⑥
財
政
部
は
中
央
政
治
会
議
が
定
め
た
各
省
市
予
算
に
照
ら
し
て
二
ヵ
月
以
内
に
地
方
歳
入
歳
出
総
予
算
書
を
作
り
、
行
政
院
に

送
っ
た
後
、
行
政
院
は
国
民
政
府
に
転
送
す
る
。

国
家
予
算
に
つ
い
て
は
各
主
管
機
関
が
、
地
方
予
算
に
つ
い
て
は
各
省
市
政
府
が
予
算
の
取
り
ま
と
め
を
し
、
財
政
部
が
つ
け
た
修
正

二
一
七
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意
見
に
基
づ
き
中
央
政
治
会
議
が
予
算
の
概
数
を
決
定
し
、
各
主
管
機
関
及
び
各
省
市
政
府
が
調
整
し
た
後
、
財
政
部
が
総
予
算
書
を

作
る
と
い
う
手
順
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
主
計
処
の
設
置
前
の
段
階
で
は
中
央
政
治
会
議
や
財
政
部
が
予
算
編
成
に
関
し
て
強
い
権
限

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
予
算
書
の
原
案
を
作
成
す
る
主
体
が
異
な
る
と
は
い
え
、
国
家
予
算
と
地
方
予
算
が
共
に
最
終

的
に
は
中
央
政
治
会
議
と
財
政
部
の
ラ
イ
ン
に
よ
り
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

二
、
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
に
見
ら
れ
る
予
算
編
成
の
手
順

　

前
節
で
述
べ
た
通
り
、
国
民
政
府
で
は
当
初
財
政
部
が
主
導
す
る
形
で
予
算
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
三
一
年
四
月

に
国
民
政
府
に
直
属
す
る
主
計
処
が
設
置
さ
れ
、
従
来
財
政
部
が
掌
握
し
て
い
た
予
算
編
成
権
は
主
計
処
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
国
民
政
府
主
計
処
は
〝
超
然
主
計
〞
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
予
算
編
成
を
行
政
院
か
ら
切
り

離
す
た
め
に
設
置
さ
れ
、
主
計
長
一
名
は
特
任
（
親
任
官
相
当
）、
主
計
官
六
名
は
簡
任
（
勅
任
官
相
当
）
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
主
計
処
に
は
予
決
算
を
担
当
す
る
歳
計
局
、
会
計
人
員
の
任
免
や
訓
練
、
勤
務
評
価
及
び
会
計
表
の
規
格
制
定
な
ど
を
担
う
会
計

局
、
統
計
人
員
の
任
免
や
訓
練
、
勤
務
評
価
及
び
統
計
図
表
の
規
格
制
定
な
ど
を
担
う
統
計
局
の
三
つ
の
部
局
が
置
か
れ
て
お
り
、
主

計
長
の
推
薦
に
よ
り
主
計
官
の
中
か
ら
、
局
長
一
名
、
副
局
長
一
名
が
各
々
任
命
さ
れ
た
。

　

ま
た
全
国
各
機
関
の
歳
計
、
会
計
、
統
計
を
担
う
人
員
と
し
て
会
計
長
・
統
計
長
、
会
計
主
任
・
統
計
主
任
、
会
計
員
・
統
計
員
を

置
き
、
各
機
関
の
歳
計
事
務
は
会
計
人
員
が
兼
務
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
歳
計
、
会
計
、
統
計
の
人
員
は
主
計
処
に
対
し
て
直
接

二
一
八
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責
任
を
負
い
、
法
に
従
い
所
在
機
関
の
長
官
の
指
揮
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
）
13
（

。
加
え
て
一
九
三
一
年
七
月
の
「
国
民
政
府
主
計

処
辦
理
各
機
関
歳
計
会
計
統
計
人
員
暫
行
規
程
」
に
よ
り
、
各
機
関
の
歳
計
・
会
計
・
統
計
人
員
の
人
事
は
主
計
処
に
よ
り
決
定
し
た

後
、
所
在
機
関
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
14
（

。

　

た
だ
し
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
主
計
処
が
人
事
権
を
有
す
る
会
計
人
員
が
必
ず
し
も
す
ぐ
に
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
江
西
省
に
お
い
て
、
一
九
三
七
年
三
月
の
「
設
置
各
級
地
方
機
関
会
計
人
員
辦
法
」、
同
年
七
月
の
「
各
省
市
政
府
会
計
処

組
織
及
辦
事
通
則
」
の
制
定
を
経
て
、「
江
西
省
政
府
会
計
処
組
織
規
程
」
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
）
15
（

。
こ
れ
以
前
か
ら
江
西
省
に
は
省
金
庫
は
存
在
し
て
い
た
が
、
省
金
庫
の
庫
長
は
財
政
庁
が
選
ん
だ
、
基
準
を
満
た
し
た
三
名
の
人

材
の
中
か
ら
省
務
会
議
が
一
名
を
選
ん
で
委
任
し
て
お
り
、
会
計
部
門
が
行
政
か
ら
独
立
す
る
形
は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
）
16
（

。
ま
た
陳

卓
人
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
九
月
二
三
日
公
布
の
予
算
法
に
よ
り
予
算
事
務
を
省
市
県
の
主
計
機
関
が
担
当
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

る
前
は
、
地
方
政
府
は
予
算
の
編
成
と
審
査
を
す
る
権
限
を
財
政
庁
や
財
政
局
と
い
っ
た
財
政
機
関
に
委
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
17
（

。

　

そ
し
て
一
九
三
一
年
一
一
月
二
日
に
主
計
処
を
予
算
編
成
過
程
に
組
み
込
ん
だ
新
た
な
予
算
章
程
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
主
計
処
の

設
置
は
、
立
法
院
院
長
の
胡
漢
民
が
主
導
し
、
財
政
部
が
予
算
編
成
・
決
定
過
程
か
ら
全
く
締
め
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
）
18
（

。
そ
の
後
、
こ

の
予
算
章
程
は
一
九
三
四
年
四
月
に
第
三
四
・
三
九
条
、
同
年
八
月
に
第
四
二
・
四
三
・
四
四
条
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
第
三
四
条
は

予
算
成
立
後
の
緊
急
的
な
支
出
、
第
三
九
条
は
予
算
成
立
前
の
緊
急
的
な
支
出
に
関
す
る
条
文
で
、
各
々
支
出
の
前
に
中
央
政
治
会
議

の
議
決
を
経
る
よ
う
に
文
言
が
変
更
さ
れ
た
）
19
（

。
ま
た
第
四
二
・
四
三
・
四
四
条
は
地
方
予
算
の
編
成
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
。
以
下
に

一
九
三
四
年
八
月
に
修
正
さ
れ
た
予
算
章
程
の
抜
粋
を
示
す
）
20
（

。
一
九
三
一
年
一
一
月
か
ら
の
重
要
な
変
更
点
に
は
傍
線
を
引
い
た
。
な

二
一
九
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お
章
程
中
の
第
一
級
概
算
と
は
各
機
関
が
編
成
し
た
当
該
機
関
（
附
属
機
関
を
含
む
）
の
歳
入
歳
出
概
算
を
指
す
。
ま
た
国
家
予
算
に
お

い
て
は
、
中
央
各
主
管
機
関
が
第
一
級
概
算
を
取
り
ま
と
め
て
編
成
し
た
概
算
、
地
方
予
算
に
お
い
て
は
各
省
政
府
及
び
行
政
院
直
轄

の
各
市
政
府
が
第
一
級
地
方
概
算
を
取
り
ま
と
め
て
編
成
し
た
当
該
省
市
総
概
算
を
第
二
級
概
算
と
呼
ぶ
。

国
家
予
算

①
各
機
関
は
第
一
級
概
算
を
作
り
、
一
一
月
三
〇
日
以
前
に
主
管
機
関
に
送
る
。

②
各
主
管
機
関
は
第
一
級
概
算
を
審
査
し
て
第
二
級
概
算
を
作
り
、
一
月
一
五
日
以
前
に
国
民
政
府
主
計
処
に
送
る
。

③
国
民
政
府
主
計
処
は
第
二
級
概
算
を
審
査
し
総
概
算
書
を
作
り
、
三
月
一
五
日
以
前
に
国
民
政
府
に
中
央
政
治
会
議
へ
送
る
よ

う
要
請
す
る
。

④
中
央
政
治
会
議
は
収
支
適
合
の
原
則
に
照
ら
し
て
歳
入
歳
出
の
概
数
を
定
め
、
四
月
一
五
日
以
前
に
確
定
し
た
総
概
算
書
を
国

民
政
府
よ
り
主
計
処
に
差
し
戻
す
。

⑤
主
計
処
は
中
央
政
治
会
議
が
定
め
た
総
概
算
書
に
基
づ
き
、
総
予
算
案
を
作
り
、
五
月
一
五
日
以
前
に
国
民
政
府
に
行
政
院
か

ら
立
法
院
に
総
予
算
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

⑥
立
法
院
は
六
月
一
五
日
以
前
に
総
予
算
案
を
議
決
し
、
国
民
政
府
に
公
布
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

地
方
予
算

①
省
市
各
機
関
は
第
一
級
概
算
を
作
り
、
一
一
月
三
〇
日
以
前
に
省
財
政
庁
或
い
は
市
財
政
局
に
送
る
。

②
省
財
政
庁
或
い
は
市
財
政
局
は
第
一
級
概
算
を
審
査
し
、
省
市
歳
入
歳
出
概
算
案
を
作
り
、
一
月
一
五
日
以
前
に
省
市
政
府
に

二
二
〇
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送
る
。

③
省
市
政
府
は
年
間
の
行
政
計
画
と
収
支
適
合
の
原
則
に
照
ら
し
て
省
市
概
算
案
を
定
め
、
一
月
三
一
日
以
前
に
財
政
庁
或
い
は

財
政
局
に
差
し
戻
す
。

④
省
財
政
庁
或
い
は
市
財
政
局
は
省
市
政
府
が
定
め
た
年
間
の
行
政
計
画
と
概
算
案
に
基
づ
き
、
省
市
歳
入
歳
出
総
概
算
書
（
第

二
級
概
算
）
を
作
り
、
二
月
一
五
日
以
前
に
行
政
院
に
一
部
、
財
政
部
に
一
部
、
主
計
処
に
三
部
送
る
。（
一
九
三
一
年
一
一
月
の

予
算
章
程
で
は
、「
国
民
政
府
主
計
処
に
三
部
送
る
」）

⑤
行
政
院
は
各
主
管
部
会
を
招
集
し
て
審
査
会
議
を
開
き
、
審
査
意
見
書
を
作
成
し
、
行
政
院
会
議
を
通
過
さ
せ
た
後
、
三
月
一

五
日
以
前
に
主
計
処
に
送
る
。（
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
に
こ
の
条
項
は
な
い
）

⑥
主
計
処
は
省
市
歳
入
歳
出
総
概
算
書
に
意
見
を
付
し
て
、
三
月
三
一
日
以
前
に
総
概
算
書
に
行
政
院
と
主
計
処
の
審
査
意
見
を

付
け
て
国
民
政
府
よ
り
中
央
政
治
会
議
に
送
る
。（
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
に
は
「
行
政
院
」
の
文
言
は
な
い
）

⑦
中
央
政
治
会
議
は
省
市
概
算
を
審
査
し
、
四
月
三
〇
日
以
前
に
議
決
案
を
主
計
処
に
送
る
。

⑧
主
計
処
は
中
央
政
治
会
議
が
定
め
た
省
市
総
概
算
書
に
照
ら
し
て
、
省
市
総
予
算
案
を
作
り
、
五
月
一
五
日
以
前
に
国
民
政
府

に
行
政
院
か
ら
総
予
算
案
を
立
法
院
に
提
出
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

⑨
立
法
院
は
六
月
一
五
日
以
前
に
省
市
総
予
算
書
を
議
決
し
、
国
民
政
府
に
公
布
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

ま
ず
一
九
三
〇
年
度
の
予
算
章
程
と
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
を
比
べ
る
と
、
国
家
予
算
及
び
地
方
予
算
に
お
け
る
第
二
級
予

算
（
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
で
は
第
二
級
概
算
）
を
と
り
ま
と
め
、
中
央
政
治
会
議
に
送
り
、
中
央
政
治
会
議
が
定
め
た
概
数
を

二
二
一
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元
に
総
予
算
案
を
編
成
す
る
と
い
う
以
前
財
政
部
が
担
っ
て
い
た
役
割
を
主
計
処
が
代
替
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
国
家
予
算
と
地

方
予
算
共
に
最
後
に
立
法
院
の
議
決
と
い
う
手
続
き
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
総
予
算
案
を
編
成
す
る
権
限
を
失
っ
た
財
政
部
は
、
国
家
歳
入
及
び
財
務
類
歳
出
の
主
管
機
関
と
し
て
第
二
級
概
算
の
編
成

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
補
助
費
類
歳
出
に
つ
い
て
も
財
政
部
と
各
省
と
の
間
で
折
衝
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
）
21
（

。
因
み
に
民
国

二
三
（
一
九
三
四
）
年
度
国
家
普
通
歳
入
歳
出
総
予
算
の
公
布
は
軍
務
費
の
確
定
が
難
航
し
た
た
め
、
民
国
二
四
年
一
月
二
三
日
と
半
年

以
上
遅
れ
た
が
、
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
年
度
の
国
家
普
通
歳
入
歳
出
総
予
算
は
一
九
三
五
年
六
月
三
〇
日
に
期
限
通
り
公
布
さ
れ

た
）
22
（

。

　

次
に
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
と
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
を
比
較
す
る
。
両
者
に
は
国
家
予
算
の
編
成
手
順
に
特
に

変
更
は
見
ら
れ
な
い
が
、
地
方
予
算
の
編
成
手
順
に
は
若
干
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
第
四
三
条
で
は

「
省
財
政
庁
或
い
は
直
轄
市
財
政
局
が
作
成
し
た
第
二
級
概
算
は
国
民
政
府
主
計
処
に
三
部
送
る
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
っ

た
。
一
方
、
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
第
四
三
条
に
よ
れ
ば
、「
第
二
級
概
算
は
行
政
院
に
一
部
、
財
政
部
に
一
部
、
主
計
処
に
三

部
送
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、「
行
政
院
は
各
主
管
部
会
を
招
集
し
て
審
査
会
議
を
開
き
、
審
査
意
見
書
を
作
成
し
、
行
政

院
会
議
を
通
過
さ
せ
た
後
、
主
計
処
に
送
る
」
と
い
う
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
改
定
を
通
じ
て
、
地
方
概
算
作
成
に
対
す
る
行
政

院
と
財
政
部
の
権
限
が
再
度
強
ま
っ
た
と
言
え
る
。

　

で
は
こ
の
よ
う
な
規
定
の
変
更
は
ど
う
い
っ
た
背
景
で
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
級
地
方
予
算
を
行
政
院
に
送
る
と
い
う
編
成

手
順
の
改
定
は
一
九
三
四
年
五
月
の
第
二
次
全
国
財
政
会
議
第
三
組
で
内
政
部
に
よ
り
提
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
地

二
二
二
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方
行
政
の
発
展
は
地
方
行
政
経
費
の
損
益
や
分
配
の
合
理
性
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
中
央
の
主
管
部
門
が
地
方
財
政
に
意
見
を
言

え
な
い
の
は
、
行
政
系
統
と
合
わ
ず
、
か
つ
行
政
の
効
率
に
影
響
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
）
23
（

。
当
初
内
政
部
は
各
省
市
県
の
内
務
行

政
計
画
及
び
経
費
に
意
見
を
付
け
る
ほ
か
、
全
て
の
県
の
行
政
計
画
及
び
経
費
に
も
意
見
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
自
身
の
権
限
の
拡
大

を
図
っ
て
い
た
が
、
そ
の
提
案
は
却
下
さ
れ
、
行
政
院
だ
け
で
な
く
財
政
部
に
も
第
二
級
地
方
概
算
を
一
部
送
る
と
い
う
修
正
が
な
さ

れ
た
う
え
で
、
一
九
三
四
年
八
月
八
日
の
第
四
二
〇
次
政
治
会
議
で
予
算
章
程
の
改
定
が
決
議
さ
れ
た
）
24
（

。

　

上
記
の
よ
う
な
内
政
部
の
提
案
の
背
景
に
は
、
一
九
三
三
年
度
以
降
、
孔
祥
煕
財
政
部
長
が
推
し
進
め
た
積
極
財
政
路
線
の
下
、
教

育
文
化
・
生
産
建
設
及
び
国
防
設
備
等
の
費
用
が
積
極
的
に
投
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
25
（

。
一
方
で
行
政
の
効
率
を
重
視
す

る
あ
ま
り
、
当
初
の
制
度
設
計
で
目
指
さ
れ
て
い
た
超
然
主
計
の
方
針
は
や
や
後
退
し
た
感
が
否
め
な
い
。

　

以
上
の
様
に
、
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
修
正
で
は
、
省
市
歳
入
歳
出
総
概
算
書
（
第
二
級
概
算
）
を
、
主
計
処
だ
け
で
な
く
行

政
院
と
財
政
部
に
も
送
ら
せ
、
行
政
院
が
各
主
管
部
会
を
招
集
し
て
審
査
会
議
を
開
き
、
審
査
意
見
を
議
決
し
て
主
計
処
に
送
る
と
い

う
手
順
を
加
え
る
こ
と
で
行
政
院
の
意
見
が
省
市
総
予
算
案
に
反
映
さ
れ
る
余
地
を
一
定
程
度
担
保
し
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

次
節
で
は
江
西
省
政
府
民
国
二
四
（
一
九
三
五
）
年
度
地
方
総
概
算
を
事
例
と
し
て
、
行
政
院
が
地
方
概
算
の
編
成
過
程
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　

三
、
江
西
省
政
府
民
国
二
四
年
度
地
方
総
概
算
編
成
に
見
え
る
予
算
制
度
の
運
用

　

本
節
で
は
江
西
省
民
国
二
四
年
度
地
方
総
概
算
を
題
材
に
、
前
節
で
考
察
し
た
予
算
章
程
の
変
更
を
受
け
て
、
省
政
府
の
概
算
が
実

二
二
三
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際
に
ど
の
よ
う
な
手
順
で
編
成
さ
れ
て
い
た
か
を
検
証
す
る
。

　

今
回
使
用
す
る
江
西
省
概
算
に
関
す
る
財
政
部
檔
案
は
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
一
九
三
五
年
七
月
か
ら

一
九
三
六
年
一
月
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）、
行
政
院
、
財
政
部
と
江
西
省
政
府
と
の
往
来
文
書
で
あ
る
。

即
ち
一
九
三
四
年
八
月
に
予
算
章
程
が
修
正
さ
れ
て
以
降
、
最
初
に
作
成
さ
れ
た
地
方
総
概
算
に
な
る
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
一
九

三
四
年
八
月
に
修
正
さ
れ
た
予
算
章
程
で
は
、
省
政
府
が
作
成
し
た
省
概
算
は
主
計
処
、
行
政
院
、
財
政
部
に
送
ら
れ
、
審
査
意
見
が

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
省
政
府
が
概
算
の
作
成
に
当
た
り
主
計
処
、
行
政
院
及
び
財
政
部
の
審
査
意
見
を
参
照

す
る
こ
と
は
予
算
章
程
に
沿
っ
て
お
り
自
然
な
手
続
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
予
算
章
程
は
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
の
省
概
算
に
対
す
る
関
与
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
軍
事
委
員
会
委

員
長
（
行
営
）
は
元
々
一
九
三
三
年
六
月
の
「
軍
事
委
員
会
委
員
長
南
昌
行
営
組
織
大
綱
」
に
基
づ
き
、
江
西
、
広
東
、
福
建
、
湖
南
、

湖
北
の
五
省
に
お
け
る
対
共
産
党
掃
討
作
戦
を
指
揮
す
る
た
め
南
昌
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
国
民
党
に
よ
る
第
五
次
囲
剿
（
包
囲
掃
討

作
戦
）
が
完
了
し
た
後
、
一
九
三
五
年
三
月
に
武
昌
へ
移
転
さ
れ
た
）
26
（

。
武
昌
（
行
営
）
に
は
委
員
長
蒋
介
石
の
下
に
主
任
、
参
謀
長
、
秘

書
長
各
一
名
と
七
つ
の
部
局
（
処
）
が
置
か
れ
て
お
り
、
第
七
処
は
地
方
財
政
や
ア
ヘ
ン
特
税
等
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
）
27
（

。

　

樹
中
毅
に
よ
れ
ば
、
剿
匪
（
共
産
党
勢
力
が
強
い
）
省
内
の
実
際
の
行
政
系
統
は
「
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
（
侍
従
室
）」
↓
各
地
の
「
委

員
長
（
行
営
）」
↓
省
政
府
↓
行
政
督
察
区
↓
県
（
行
政
督
察
専
員
が
県
長
を
兼
任
）
↓
保
甲
長
と
な
っ
て
お
り
、「
委
員
長
（
行
営
）」
の
命

令
を
受
け
た
各
省
の
行
政
督
察
専
員
が
地
方
財
政
の
監
督
を
行
っ
て
い
た
）
28
（

。
一
九
三
四
年
七
月
施
行
の
「
各
省
行
政
督
察
専
員
職
責
系

統
劃
分
辦
法
」
の
第
六
条
に
よ
れ
ば
、
河
南
・
湖
北
・
安
徽
・
江
西
の
各
県
政
府
が
編
成
す
る
予
算
・
決
算
・
予
備
費
・
財
政
整
理
の

二
二
四
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方
法
は
行
政
督
察
専
員
に
も
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
、
専
員
は
修
正
を
求
め
る
意
見
書
を
省
政
府
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
）
29
（

。
従
っ
て
江

西
省
の
概
算
編
成
に
対
し
て
行
政
督
察
専
員
の
上
級
機
関
で
あ
る
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
が
意
見
を
付
し
て
い
る
の
は
、
江
西

が
剿
匪
省
だ
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
三
四
年
八
月
修
正
の
予
算
章
程
に
よ
れ
ば
、
行
政
院
は
省
財
政
庁
或
い
は
市
財
政
局
か
ら
二
月
一
五
日
以
前
に
省
市
歳
入
歳
出

総
概
算
案
（
第
二
級
概
算
）
を
受
け
取
っ
た
後
、
各
主
管
部
会
を
招
集
し
て
審
査
会
議
を
開
き
、
審
査
意
見
書
を
作
成
し
、
行
政
院
会
議

を
通
過
さ
せ
、
三
月
一
五
日
以
前
に
主
計
処
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

賦
字
第
一
三
一
六
九
号
と
い
う
書
簡
に
よ
れ
ば
、
江
西
省
政
府
民
国
二
四
年
度
地
方
総
概
算
案
に
つ
い
て
は
、
財
政
部
か
ら
審
査
意

見
書
と
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
の
江
西
省
政
府
へ
の
指
令
が
行
政
院
秘
書
処
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
）
30
（

。
こ
の
書
簡
に
は

日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
行
政
院
が
行
政
院
会
議
の
招
集
を
指
示
し
た
一
九
三
五
年
八
月
一
日
か
ら
行

政
院
会
議
が
開
催
さ
れ
た
同
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
送
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
江
西
省
地
方
総
概
算
に
関
す
る
行
政
院
会
議
は

内
政
部
蔡
培
（
民
政
司
司
長
）、
交
通
部
楼
光
来
（
参
事
）、
軍
政
部
方
達
明
、
衛
生
署
金
宝
善
、
実
業
部
厳
継
光
（
総
務
司
司
長
）
の
代
理

で
あ
っ
た
陳
烈
、
財
政
部
高
秉
坊
（
賦
税
司
司
長
）・
王
燿
、
振
務
委
員
会
周
一
夔
、
鉄
道
部
李
炳
瑗
、
行
政
院
胡
邁
（
秘
書
処
秘
書
）、

紀
録
陳
光
烳
が
出
席
し
て
八
月
一
六
日
午
前
九
時
に
開
会
さ
れ
た
）
31
（

。
予
算
章
程
で
は
三
月
一
五
日
以
前
に
行
政
院
か
ら
主
計
処
に
審
査

意
見
書
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
開
催
日
は
予
算
章
程
と
照
ら
し
て
約
五
ヵ
月
遅
れ
て
い
る
。
民
国
二
四
年
度
は
一
九

三
五
年
七
月
一
日
に
始
ま
る
た
め
、
こ
の
地
方
概
算
の
編
成
作
業
は
年
度
初
め
に
間
に
合
っ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
の
指
令
に
つ
い
て
述
べ
る
。
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
指
令
理
核
字
第
一
六
〇
五
号
に
よ
れ

二
二
五
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ば
、
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
に
省
地
方
歳
入
歳
出
総
概
算
が
届
い
た
の
は
六
月
二
〇
日
で
あ
り
、
七
月
二
七
日
に
江
西
省
政
府

主
席
熊
式
輝
に
対
し
て
指
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
概
算
に
対
す
る
意
見
は
普
通
概
算
部
分
一
七
項
目
、
営
業
概
算
部
分
三
項
目
か

ら
成
っ
て
い
た
。
そ
の
冒
頭
で
は
、
民
国
二
五
年
度
の
一
五
塩
附
捐
と
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
を
担
保
と
す
る
借
款

一
九
〇
万
元
に
よ
る
二
四
年
度
の
財
政
赤
字
の
補
塡
策
の
撤
回
と
地
方
政
府
が
徴
収
す
る
非
合
法
な
清
匪
善
後
捐
の
徴
収
停
止
が
要
求

さ
れ
た
）
32
（

。
江
西
省
で
は
元
来
省
政
府
が
設
立
し
た
江
西
塩
務
附
捐
処
で
塩
附
捐
の
徴
収
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
一
年
三
月
に
各
塩

附
捐
及
び
口
捐
が
全
て
中
央
政
府
の
管
轄
に
移
さ
れ
、
西
岸
榷
運
局
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
で
は

従
来
各
塩
附
捐
及
び
口
捐
で
賄
っ
て
い
た
経
費
が
不
足
す
る
た
め
、
西
岸
榷
運
局
か
ら
毎
月
三
二
万
七
五
〇
〇
元
、
一
年
で
三
九
三
万

元
を
中
央
補
助
費
と
し
て
省
予
算
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
費
、
借
款
償
還
費
に
充
て
ら
れ
た
）
33
（

。
一
五
塩
附
捐
は
元
来
道
路

建
設
費
を
捻
出
す
る
た
め
の
目
的
税
で
一
担
毎
に
一
元
五
角
附
加
さ
れ
た
）
34
（

。

　

次
に
財
政
部
及
び
行
政
院
の
審
査
意
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
財
政
部
か
ら
行
政
院
秘
書
処
に
提
出
さ
れ
た
審
査
意
見
は
全
一
四
項
目

で
あ
り
、
八
月
一
六
日
の
行
政
院
会
議
に
お
け
る
審
査
意
見
と
多
く
が
一
致
し
て
い
る
が
、
一
項
目
の
削
除
と
二
項
目
及
び
衛
生
署
審

査
意
見
の
追
加
が
あ
っ
た
。
財
政
部
審
査
意
見
の
要
点
は
、
①
各
種
の
合
法
な
税
収
を
整
理
し
て
国
庫
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
②
清
匪

善
後
銷
捐
の
徴
収
を
停
止
し
、
民
力
を
回
復
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た
。

　

①
の
各
種
の
合
法
な
税
収
を
整
理
し
て
国
庫
を
豊
か
に
す
る
こ
と
、
に
つ
い
て
は
共
産
党
の
支
配
地
域
を
奪
還
し
た
た
め
、
田
賦
、

不
動
産
登
録
税
、
地
方
事
業
収
入
の
増
加
が
見
込
め
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
田
賦
に
つ
い
て
は
、
長
江
沿
い
の
各
県
が
水
害
に
見

舞
わ
れ
た
た
め
、
当
初
前
年
度
比
で
六
四
万
元
余
り
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
共
産
党
支
配
地
区
の
奪
還
に
よ
り
減
収
に
は
な
ら

二
二
六
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な
い
と
い
う
意
見
が
付
さ
れ
た
。
ま
た
不
動
産
登
録
税
に
つ
い
て
は
共
産
党
支
配
地
域
の
回
復
と
税
則
の
改
定
に
よ
り
一
〇
万
元
、
地

方
事
業
収
入
、
即
ち
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
に
つ
い
て
も
共
産
党
支
配
地
域
の
回
復
に
よ
り
八
万
元
の
増
収
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
見
方
が
示
さ
れ
た
）
35
（

。

　

②
の
清
匪
善
後
銷
捐
は
、
釐
金
に
類
似
す
る
税
金
で
あ
っ
た
。
清
匪
善
後
捐
は
、
従
来
江
西
省
製
の
物
品
に
課
す
産
捐
と
省
外
か
ら

輸
入
さ
れ
る
物
品
に
課
す
銷
捐
に
分
か
れ
て
お
り
、
共
産
党
と
の
戦
闘
で
財
政
が
悪
化
し
た
た
め
、
一
九
三
二
年
六
月
に
南
昌
に
管
理

局
、
そ
の
後
九
江
、
大
庾
に
徴
収
局
、
江
西
各
所
に
稽
徴
所
な
ど
を
設
置
し
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
）
36
（

。
し
か
し
、
一
九
三
二
年
七
月
に
李

烈
鈞
、
劉
蘆
隠
、
桂
崇
基
、
張
定
璠
、
孫
鏡
亜
の
五
名
の
中
央
政
治
会
議
委
員
（
張
と
孫
は
列
席
委
員
）
が
清
匪
善
後
捐
の
廃
止
を
提
起

し
、
第
三
一
九
次
政
治
会
議
で
江
西
省
に
廃
止
を
命
令
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
）
37
（

。
そ
の
後
、
一
九
三
三
年
七
月
に
産
捐
は
廃
止
さ
れ
、

こ
の
時
点
で
は
銷
捐
の
み
を
徴
収
し
て
い
た
。
民
国
二
四
年
度
は
二
〇
〇
万
元
を
計
上
し
て
い
た
が
、
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
の

審
査
意
見
で
も
廃
止
す
る
よ
う
に
指
令
が
あ
っ
た
た
め
、
全
て
削
除
す
る
よ
う
に
意
見
さ
れ
た
。

　

行
政
院
の
審
査
意
見
か
ら
削
除
さ
れ
た
一
項
目
は
国
営
事
業
で
あ
る
電
報
を
管
轄
す
る
電
政
管
理
局
へ
の
補
助
費
を
省
に
よ
り
支
出

す
る
こ
と
が
適
切
か
、
交
通
部
に
確
認
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
江
西
電
政
管
理
局
は
南
昌
に
設
置
さ
れ
て
い
た
交
通
部
の

所
轄
す
る
機
関
で
江
西
省
の
電
報
電
話
事
業
を
管
理
し
て
い
た
）
38
（

。
ま
た
追
加
さ
れ
た
二
項
目
の
内
、
一
つ
は
江
西
省
各
市
県
土
地
登
記

暫
行
章
程
を
内
政
部
の
意
見
に
従
い
修
正
し
て
行
政
院
に
報
告
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
民
政
に
関
す
る
事
項
で
、
省
立
医
学
専
科
学

校
の
概
算
額
五
万
二
八
〇
三
元
が
教
育
部
の
定
め
た
水
準
に
遠
く
及
ば
な
い
た
め
拡
充
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
）
39
（

。
省

立
医
学
専
科
学
校
は
一
九
三
三
年
度
時
点
で
教
職
員
二
四
名
、
四
ク
ラ
ス
八
五
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
同
年
の
経
費
は
四
万
三

二
二
七
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八
〇
三
元
で
あ
っ
た
）
40
（

。

　

最
後
に
衛
生
署
の
審
査
意
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
が
前
掲
の
理
核
字
第
一
六
〇
五
号
で
衛
生
処
本
処

経
費
及
び
清
潔
股
（
清
掃
課
）
経
費
を
各
々
四
分
の
一
、
合
計
二
万
六
一
七
二
元
削
減
す
る
よ
う
に
江
西
省
政
府
に
指
示
し
た
の
に
対

し
、
衛
生
署
は
予
算
の
削
減
に
応
じ
な
い
よ
う
に
求
め
た
）
41
（

。
江
西
省
衛
生
処
は
行
政
総
務
科
、
防
疫
検
験
科
、
医
務
保
健
科
、
技
術
室

の
三
科
一
室
か
ら
な
り
、
一
九
三
四
年
六
月
八
日
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
附
属
機
関
に
は
省
立
医
院
、
助
産
学
校
及
び
附
属
産
院
、
衛

生
試
験
所
、
農
村
服
務
区
衛
生
組
、
看
護
学
校
、
南
昌
市
衛
生
事
務
所
、
臨
時
県
区
診
療
所
等
が
あ
っ
た
）
42
（

。

　

一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
に
よ
れ
ば
、
主
計
処
、
行
政
院
の
意
見
書
は
中
央
政
治
会
議
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
民
国
二
四
年
度
江
西
省
地
方
概
算
に
つ
い
て
言
え
ば
、
行
営
、
行
政
院
の
審
査
意
見
と
と
も
に
主
計
処
の
意
見
は
江
西
省
政
府

に
届
け
ら
れ
、
江
西
省
政
府
は
一
九
三
五
年
一
一
月
二
九
日
以
前
に
行
政
院
に
対
し
て
修
正
案
を
提
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、

行
政
院
代
理
院
長
孔
祥
煕
か
ら
財
政
部
に
江
西
省
政
府
提
出
の
修
正
案
を
再
度
審
査
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
、
一
九
三
六
年
一
月

に
財
政
部
は
行
政
院
秘
書
処
に
対
し
て
審
査
意
見
を
送
り
返
し
た
）
43
（

。
こ
の
時
の
財
政
部
の
審
査
意
見
は
一
二
項
目
以
降
が
欠
損
し
て
い

る
た
め
全
容
は
つ
か
め
な
い
が
、
こ
の
時
の
附
件
と
し
て
江
西
省
政
府
が
行
政
院
に
対
し
て
寄
せ
た
修
正
案
は
現
存
し
て
お
り
内
容
を

確
認
で
き
る
。

　

江
西
省
政
府
の
修
正
案
は
普
通
概
算
部
分
三
四
項
目
、
営
業
概
算
部
分
四
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
）
44
（

。
個
々
の
項
目
は
行
営
、
行
政
院
、

主
計
処
の
審
査
意
見
に
対
応
す
る
形
で
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
全
て
を
取
り
上
げ
る
と
や
や
煩
雑
に
な
る
の
で
、

行
営
と
行
政
院
の
審
査
意
見
の
中
で
取
り
上
げ
た
項
目
を
中
心
に
扱
う
。
主
計
処
の
審
査
意
見
自
体
は
現
在
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

二
二
八
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江
西
省
政
府
の
修
正
案
に
は
主
計
処
単
独
の
審
査
意
見
に
対
す
る
回
答
が
九
件
、
行
政
院
と
主
計
処
の
審
査
意
見
に
対
す
る
回
答
が
四

件
、
行
営
と
主
計
処
の
審
査
意
見
に
対
す
る
回
答
が
一
件
、
行
営
と
行
政
院
、
主
計
処
の
三
者
の
審
査
意
見
に
対
す
る
回
答
が
一
件
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
主
計
処
の
審
査
意
見
だ
と
明
確
に
判
断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
行
営
の
意
見
書
の
中
で
取
り
上
げ
た
民
国
二
五
年
度
の
一
五
塩
附
捐
と
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
を
担
保
と
す

る
借
款
一
九
〇
万
元
に
よ
る
二
四
年
度
の
財
政
赤
字
の
補
塡
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。
当
初
の
借
款
の
内
訳
は
、
官
営
事
業
の
抵
当
借
り

三
〇
万
元
と
一
五
塩
附
捐
の
抵
当
借
り
一
六
〇
万
元
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
官
営
事
業
の
抵
当
借
り
三
〇
万
元
を
削
除
す
る
代
わ
り
に

タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
を
四
〇
万
元
多
く
計
上
し
、
一
五
塩
附
捐
の
抵
当
借
り
を
六
〇
万
元
に
減
額
す
る
こ
と
に
な
っ

た
）
45
（

。
一
五
塩
附
捐
は
元
来
公
路
建
設
用
の
財
源
で
あ
っ
た
が
、
建
設
が
終
わ
っ
た
後
も
中
央
政
府
の
保
安
経
費
に
対
す
る
補
助
が
減
額

さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
補
塡
す
る
た
め
に
徴
収
期
間
が
延
長
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
江
西
省
の
保
安
団
隊
は
一
九
三
三
年
頃

か
ら
南
昌
（
行
営
）
の
意
を
受
け
た
保
安
処
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一
九
三
四
年
一
二
月
時
点
で
甲
種
団
二
〇
個
、
乙
種

団
八
個
、
保
安
処
の
直
属
団
四
個
の
計
三
二
個
団
が
存
在
し
て
い
た
。
各
団
の
人
数
に
は
多
少
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
概
ね
一
二
〇
〇

人
程
度
で
あ
る
）
46
（

。

　

次
に
清
匪
善
後
捐
に
つ
い
て
述
べ
る
。
清
匪
善
後
捐
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
銷
捐
で
あ
り
、
保
安
団
隊
経
費
に
充
て
て
い
た
。
中
央

か
ら
の
補
助
金
が
停
止
さ
れ
た
た
め
銷
捐
を
廃
止
で
き
な
い
こ
と
、
奢
侈
品
と
必
需
品
、
国
産
品
と
非
国
産
品
で
税
率
を
分
け
て
い
る

た
め
経
済
原
則
に
合
致
し
て
お
り
、
軍
事
委
員
会
委
員
長
の
裁
可
も
得
た
と
し
て
廃
止
を
一
年
延
期
す
る
こ
と
を
江
西
省
政
府
は
主
張

し
た
）
47
（

。
銷
捐
の
税
率
は
三
等
に
分
か
れ
て
お
り
、
奢
侈
品
に
は
一
二･

五
〜
一
七･
五
％
、
半
奢
侈
品
に
は
七･

五
〜
一
〇
％
、
日
用
品

二
二
九
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に
は
二･

五
〜
五
％
課
税
さ
れ
た
）
48
（

。

　

次
に
行
政
院
の
意
見
書
に
対
す
る
反
駁
に
つ
い
て
述
べ
る
。
各
種
の
合
法
な
税
収
を
整
理
し
て
国
庫
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

行
政
院
は
共
産
党
支
配
地
域
の
回
復
に
伴
い
、
田
賦
、
不
動
産
登
録
税
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
の
増
収
が
見
込
め

る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
江
西
省
政
府
は
共
産
党
支
配
地
域
を
除
く
民
国
二
三
年
度
歳
入
予
算
五
九
九
万
元
の
内
、
正
規
の
田

賦
収
入
は
四
七
〇
万
元
で
あ
り
、
残
り
の
一
二
九
万
元
は
超
過
徴
収
分
で
県
の
地
方
事
業
に
充
て
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
本
年
は
初
夏
に
干
ば
つ
が
あ
り
、
追
加
徴
収
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
本
来
徴
収
す
べ
き
金
額
の
内
、
実
際
に
徴
収
で

き
た
の
は
三
四
〇
余
万
元
で
あ
り
、
本
年
度
概
算
の
五
三
七
万
八
〇
四
七
元
の
確
保
は
負
担
が
重
く
、
加
え
て
江
西
省
東
北
部
で
洪
水

が
あ
り
四
〇
県
余
り
が
被
災
し
た
た
め
、
昨
年
度
と
比
べ
て
六
〇
万
元
増
額
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
主
張
し
た
）
49
（

。

　

一
方
で
、
不
動
産
登
録
税
の
増
収
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
支
配
地
域
の
回
復
を
背
景
と
し
て
、
行
政
院
の
提
案
よ
り
若
干
少
な
い
八

万
元
を
追
加
す
る
と
し
て
合
計
三
九
万
二
一
四
九
元
と
し
た
）
50
（

。
ま
た
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
の
鉱
山
収
入
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど

も
言
及
し
た
通
り
四
〇
万
元
の
増
収
が
見
込
め
る
と
さ
れ
た
）
51
（

。
こ
の
金
額
は
行
政
院
が
主
張
し
た
八
万
元
の
増
額
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。

　

江
西
省
各
市
県
土
地
登
記
暫
行
章
程
に
つ
い
て
は
、
指
示
通
り
に
内
政
部
の
意
見
に
従
い
修
正
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
省
立
医

学
専
科
学
校
の
概
算
に
つ
い
て
は
、
教
育
庁
の
教
育
基
金
に
よ
り
全
て
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
予
算
の
拡
充
が
難
し
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
）
52
（

。

　

次
に
衛
生
処
本
処
経
費
及
び
清
潔
股
経
費
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
は
行
営
が
削
減
を
要
求
し
た
の
に
対
し
、

二
三
〇
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衛
生
署
が
削
減
し
な
い
よ
う
に
求
め
る
な
ど
江
西
省
政
府
地
方
概
算
へ
の
意
見
が
割
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
江
西
省
政
府
は
、
衛

生
処
本
処
経
費
は
七
万
七
二
九
二
元
と
前
年
度
比
で
三
万
八
九
八
元
減
少
し
て
い
る
と
し
、
清
潔
股
経
費
も
前
年
か
ら
増
加
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
削
減
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。

　

最
後
に
主
計
処
の
審
査
意
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
主
計
処
の
審
査
意
見
に
は
費
目
の
分
類
や
名
称
変
更
に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、

中
で
も
特
定
の
目
的
に
使
用
す
る
た
め
に
徴
収
さ
れ
た
専
款
に
関
す
る
指
摘
が
興
味
深
い
。
例
え
ば
、
公
路
建
築
専
款
は
公
路
建
築
剰

余
金
、
全
国
経
済
委
員
会
借
入
費
、
公
路
一
五
塩
附
捐
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
主
計
処
は
こ
れ
ら
の
収
入
を
そ
の
性
質
に
合
わ
せ
て
各
々

そ
の
他
収
入
、
債
款
収
入
、
補
助
款
収
入
に
分
類
し
て
概
算
表
に
掲
載
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
江
西
省
政
府
は
従
来

か
ら
地
方
予
算
の
公
路
建
築
収
入
は
専
款
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の
や
り
方
を
継
続
し
た
い
と
主
張
し
た
）
53
（

。

　

ま
た
主
計
処
は
整
理
土
地
専
款
収
入
で
あ
る
南
昌
等
五
県
土
地
登
記
図
証
費
及
び
土
地
整
理
借
款
に
つ
い
て
も
各
々
行
政
収
入
と
債

款
収
入
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
江
西
省
政
府
は
、
こ
の
収
入
は
既
に
納
付
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
整
理
に
使
用

す
る
た
め
、
専
款
と
し
て
処
理
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
）
54
（

。
旧
時
の
中
国
に
は
コ
モ
ン
・
パ
ー
ス
（
多
様
な
税
収
を
国
庫
と
い
う
一
つ
の
勘
定

に
入
れ
て
、
そ
の
中
か
ら
各
種
の
費
目
を
支
出
す
る
し
く
み
）
の
概
念
が
な
く
、
特
定
の
収
入
と
支
出
が
紐
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た

が
、
主
計
処
は
こ
う
し
た
や
り
方
を
改
め
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
55
（

。

　

以
上
の
様
に
江
西
省
民
国
二
四
年
度
概
算
は
江
西
省
が
作
成
し
た
原
案
を
ベ
ー
ス
に
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）、
行
政
院
、
主
計

処
が
意
見
を
出
し
合
い
、
調
整
す
る
形
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
地
方
概
算
に
対
す
る
行
政
院
の
影
響
力
が
排
除
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え

な
い
。

二
三
一
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こ
の
よ
う
に
関
係
機
関
の
間
で
利
害
の
調
整
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
江
西
省
民
国
二
四
年
度
概
算
は
結
局
年
度
末
ま
で
ま
と
ま
ら
ず
、

予
算
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
民
国
二
四
年
度
概
算
に
は
元
々
六
〇
万
元
余
り
の
歳
出
超
過
が
あ
り
、
江
西
省
政
府
一
九
三
六
年
四
月
財

制
字
六
八
九
九
号
に
よ
れ
ば
、
六
八
万
元
余
の
歳
出
超
過
を
削
減
し
、
収
支
を
適
合
さ
せ
た
が
、
主
計
処
に
よ
り
項
目
の
調
整
や
金
額

の
増
減
が
適
切
に
改
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
）
56
（

。
主
計
処
が
発
行
し
た
『
歳
計
年
鑑
』
に
そ
の
概
要
が
載
っ
て
い
る
の
で

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
す
る
。

　

表
一
は
『
歳
計
年
鑑
』
第
四
集
所
収
の
江
西
二
四
年
度
地
方
普
通
概
算
を
元
に
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
西
省
地
方
普
通
概

算
の
経
常
歳
入
と
臨
時
歳
入
の
合
計
は
二
〇
八
〇
万
七
一
五
〇
元
で
あ
っ
た
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
江
西
省
政
府
一
九
三
六
年
四
月
財
制
字

六
八
九
九
号
で
示
さ
れ
た
歳
出
入
金
額
二
〇
八
〇
万
八
三
五
〇
元
と
一
二
〇
〇
元
の
ず
れ
を
生
じ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
田
賦
が
歳
入
の
三
三･

二
％
、
補
助
款
収
入
が
二
三･

四
％
を
占
め
る
な
ど
主
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
補
助
款
収
入
は
、
中

央
政
府
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
、
教
育
基
金
、
庫
券
基
金
、
中
央
補
助
各
県
団
隊
経
費
、
中
央
協
款
か
ら
な
る
。
財
政
赤
字
を
補
塡
す

る
た
め
の
債
款
収
入
も
九
九
万
元
と
歳
入
全
体
の
四･
八
％
を
占
め
て
い
る
。
一
九
二
八
年
に
中
央
政
府
か
ら
省
政
府
に
移
譲
さ
れ
た

田
賦
収
入
と
中
央
政
府
か
ら
の
補
助
金
が
省
政
府
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
経
常
歳
出
と
臨
時
歳
出
の
合
計
も
二
〇
八
〇
万
七
一
五
〇
元
で
あ
り
、
公
安
費
が
歳
出
の
二
五･

九
％
、
債
務
費
が
二
〇･

三
％
、
行
政
費
が
一
四･

六
％
を
占
め
る
な
ど
主
要
な
支
出
と
な
っ
て
い
た
。
行
政
費
は
主
に
省
政
府
経
費
、
民
政
費
、
各
行
政
督
察

専
員
経
費
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
公
安
費
の
高
さ
は
江
西
が
剿
匪
区
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
安
費
の
中
に

は
各
県
団
隊
経
費
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
経
常
歳
入
と
経
常
歳
出
の
差
し
引
き
は
三
一
二
万
六
二
九
元
の
赤
字
で
あ
る
が
、
田
賦
と
地
方

二
三
二
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表一　江西省民国二四年度地方普通概算
　歳　入 （単位：元）　

科 目 経 常 臨 時 合 計 百分率
田賦 5,382,913 1,534,659 6,917,572 33.2%
不動産登録税 392,149 392,149 1.9%
営業税 1,689,445 1,689,445 8.1%
船舶税 40,000 40,000 0.2%
地方財産収入 84,510 84,510 0.4%
地方事業収入 773,710 773,710 3.7%
地方行政収入 996,343 175,190 1,171,533 5.6%
補助款収入 4,859,040 4,859,040 23.4%
債款収入 990,000 990,000 4.8%
其他収入 449,191 3,440,000 3,889,191 18.7%
合計 15,657,301 5,149,849 20,807,150 100.0%

　歳　出 （単位：元）　

科 目 経 常 臨 時 合 計 百分率
党務費 221,040 221,040 1.1%
行政費 2,863,076 171,484 3,034,560 14.6%
司法費 770,220 214,236 984,456 4.7%
公安費 4,947,749 446,298 5,394,047 25.9%
財務費 1,419,248 290,607 1,709,855 8.2%
教育文化費 1,854,162 1,854,162 8.9%
実業費 258,884 258,884 1.2%
衛生費 230,840 230,840 1.1%
建設費 1,025,795 314,095 1,339,890 6.4%
協助費 194,145 512,500 706,645 3.4%
債務費 4,214,000 4,214,000 20.3%
救済費 301,449 301,449 1.4%
撫卹費 80,000 80,000 0.4%
予備費 477,322 477,322 2.3%
合計 18,777,930 2,029,220 20,807,150 100.0%
収支 -3,120,629 3,120,629 0 

出典：原南京国民政府主計処歳計局編『歳計年鑑』香港：明石文化国際出
版、2005年、第 4集第 5章、101～105頁。

二
三
三
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行
政
収
入
と
其
他
収
入
に
よ
る
臨
時
歳
入
で
臨
時
歳
出
と
の
差
し
引
き
を
プ
ラ
ス
と
し
、
歳
出
と
歳
入
の
合
計
が
釣
り
合
っ
て
い
る
。

　

二
四
年
度
概
算
を
主
計
処
に
送
っ
て
き
た
省
市
は
合
わ
せ
て
二
七
あ
っ
た
が
、
予
算
が
成
立
し
た
の
は
、
江
蘇
・
山
東
・
河
南
・
湖

北
・
湖
南
・
安
徽
・
甘
粛
・
寧
夏
・
察
哈
爾
等
省
、
南
京
・
青
島
・
北
平
等
市
及
び
威
海
衛
管
理
公
署
に
と
ど
ま
る
。
制
度
変
更
前
の

二
三
年
度
と
比
べ
て
概
算
を
送
っ
て
き
た
省
市
は
陝
西
・
綏
遠
・
天
津
を
加
え
て
三
増
え
た
が
、
予
算
が
成
立
し
た
省
市
は
前
年
度
と

変
わ
ら
ず
一
三
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
浙
江
・
福
建
・
江
西
・
陝
西
・
青
海
・
雲
南
・
河
北
・
広
東
・
広
西
・
山
西
・
貴
州
・
綏
遠
・
上
海
・
天
津
等
は
予
算
が
成

立
し
な
か
っ
た
。
予
算
が
成
立
し
な
か
っ
た
主
な
理
由
は
、
①
財
政
状
況
が
悪
く
、
収
支
を
均
衡
さ
せ
ら
れ
な
い
、
②
収
支
を
適
正
に

増
減
さ
せ
ら
れ
な
い
、
③
国
と
地
方
の
収
支
を
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
、
④
概
算
を
送
っ
て
き
た
の
が
遅
く
、
審
査
回
覧
に
至
ら

な
か
っ
た
、
と
い
う
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
歳
計
年
鑑
』
所
収
の
主
計
処
か
ら
各
省
市
政
府
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
浙
江
は

理
由
の
①
、
福
建
は
②
、
陝
西
は
③
、
青
海
は
②
、
雲
南
は
書
類
の
不
備
と
④
、
河
北
は
④
、
広
西
は
書
類
の
不
備
、
山
西
は
④
、
貴

州
は
④
、
綏
遠
は
④
、
上
海
は
④
、
天
津
は
④
に
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る
）
57
（

。
広
東
に
つ
い
て
は
予
算
未
成
立
の
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
多
く
の
省
市
で
概
算
の
提
出
が
期
限
通
り
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
史
料
中
に
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の

通
り
一
九
三
五
年
段
階
で
は
ま
だ
地
方
レ
ベ
ル
で
の
会
計
組
織
の
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
実
態
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も

そ
の
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
に
よ
れ
ば
、
地
方
予
算
は
省
財
政
庁
或
い
は
市
財
政
局
が
提
出
し
た
概
算
を
元
に
主
計
処
及
び
行
政

院
の
修
正
意
見
を
参
考
に
し
て
中
央
政
治
会
議
が
議
決
し
た
後
、
主
計
処
が
予
算
を
編
成
し
て
最
後
に
立
法
院
が
議
決
す
る
と
い
う
形

二
三
四
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に
な
っ
て
い
た
。
制
度
的
に
見
れ
ば
、
最
終
的
な
決
定
権
を
中
央
政
府
が
握
っ
て
お
り
、
省
政
府
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
実
際
に
は
予
算
の
成
立
ま
で
至
ら
な
い
場
合
も
多
く
、
省
政
府
が
提
出
し
て
き
た
概
算
案
を
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
言
わ
れ
て
い
る
、
一
九
三
一
年
四
月
の
胡
漢
民
を
中
心
と
す
る
立
法
院
主
導
に
よ
る
主
計
処
の
設
置
に
よ

り
、
主
計
処
が
国
民
政
府
の
予
算
策
定
機
構
の
基
軸
と
し
て
定
着
し
た
と
い
う
通
説
が
国
家
予
算
の
み
な
ら
ず
地
方
予
算
に
つ
い
て
も

成
り
立
ち
う
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
き
江
西
省
民
国
二
四
年
概
算
を
事
例
に
分
析
を
進
め
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

　

国
民
政
府
は
一
九
三
一
年
一
一
月
の
予
算
章
程
に
お
い
て
主
計
処
を
組
み
込
ん
だ
形
の
予
算
編
成
過
程
を
確
立
し
、
従
来
財
政
部
が

担
っ
て
い
た
予
算
書
を
作
成
す
る
権
能
が
主
計
処
に
引
き
継
が
れ
た
。
一
方
財
政
部
は
国
家
歳
入
及
び
財
務
類
歳
出
の
主
管
機
関
と
し

て
第
二
級
概
算
の
作
成
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
三
四
年
五
月
の
第
二
次
全
国
財
政
会
議
に
お
い
て
内
政
部
が
中
央
の
主
管
部
門
が
地
方
財
政
に
意
見
を
言
え
な
い
の

は
、
行
政
系
統
と
合
わ
ず
、
か
つ
行
政
の
効
率
に
影
響
す
る
と
い
う
主
張
を
し
、
省
市
歳
入
歳
出
総
概
算
案
（
第
二
級
概
算
）
を
主
計
処

だ
け
で
な
く
、
行
政
院
と
財
政
部
に
も
送
ら
せ
、
行
政
院
が
各
主
管
部
会
を
招
集
し
て
審
査
会
議
を
開
き
、
審
査
意
見
を
議
決
し
て
主

計
処
に
送
る
と
い
う
手
順
を
加
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
の
変
更
に
よ
り
、
行
政
院
及
び
財

政
部
の
地
方
概
算
編
成
に
対
す
る
権
限
が
強
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
制
度
変
更
の
背
景
に
は
、
孔
祥
煕
財
政
部
長
が
推
し
進
め
た
積
極

二
三
五
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財
政
路
線
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
分
析
し
た
江
西
省
民
国
二
四
年
度
概
算
の
編
成
過
程
に
お
い
て
は
、
江
西
省
政
府
が
作
成
し
た
地
方
概
算
案
に
対
し
て
軍
事

委
員
会
委
員
長
（
行
営
）、
主
計
処
、
行
政
院
が
審
査
意
見
を
付
け
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
間
で
概
算
案
の
調
整
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
軍
事
委
員
会
委
員
長
（
行
営
）
が
地
方
概
算
案
に
対
し
て
審
査
意
見
を
付
し
て
い
る
の
は
、
江
西
省
が
剿
匪
区
で
あ
っ
た
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
行
政
院
の
審
査
意
見
は
財
政
部
の
原
案
を
元
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

一
九
三
四
年
八
月
の
予
算
章
程
に
よ
れ
ば
、
行
政
院
か
ら
主
計
処
に
審
査
意
見
が
送
ら
れ
る
の
は
、
前
年
度
の
三
月
一
五
日
以
前
、

ま
た
主
計
処
か
ら
中
央
政
治
会
議
に
審
査
意
見
が
送
ら
れ
る
の
は
三
月
三
一
日
以
前
と
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
院
で
審
査
会
が
開
か
れ

た
の
は
一
九
三
五
年
八
月
一
六
日
と
五
カ
月
ほ
ど
遅
れ
て
お
り
、
民
国
二
四
年
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
既
に
一
カ
月
半
ほ
ど
過
ぎ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
審
査
過
程
で
は
共
産
党
支
配
地
域
の
回
復
に
伴
う
税
収
の
整
理
や
清
匪
善
後
捐
の
徴
収
停
止
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た
が
、
結
局
年
度
末
ま
で
ま
と
ま
ら
ず
、
予
算
成
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
央
政
府
が
省
政
府
の
予
算
を
十
分
に
統
制
で
き
て
い
な
い
状
況
は
、
単
に
江
西
省
に
と
ど
ま
ら
な
い
。『
歳
計
年
鑑
』
に

よ
れ
ば
、
二
四
年
度
概
算
を
主
計
処
に
送
っ
て
き
た
省
市
は
合
わ
せ
て
二
七
あ
っ
た
が
、
予
算
が
成
立
し
た
の
は
、
江
蘇
・
山
東
・
河

南
・
湖
北
・
湖
南
・
安
徽
・
甘
粛
・
寧
夏
・
察
哈
爾
省
等
、
南
京
・
青
島
・
北
平
市
等
及
び
威
海
衛
管
理
公
署
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

一
九
三
五
年
段
階
で
は
、
主
計
処
を
頂
点
と
す
る
会
計
組
織
が
地
方
レ
ベ
ル
で
は
未
だ
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
財
政
状
況
の
把
握
が
不

十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
三
六
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註（1
）　

袁
世
凱
政
権
期
の
一
九
一
四
年
に
審
計
院
、
総
統
府
政
事
堂
内

に
主
計
局
が
設
置
さ
れ
た
が
、
主
計
局
は
政
事
堂
廃
止
に
伴
い
一
九

一
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
ま
た
審
計
院
の
地
方
組
織
で
あ
る
審
計
分

院
は
結
局
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
馬
金
華
『
民
国
財
政
研
究
：
中
国

財
政
現
代
化
的
雛
形
』
北
京
：
経
済
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、

二
二
五
頁
。

（
2
）　

羅
介
夫
は
一
九
三
一
年
二
月
か
ら
一
九
三
八
年
一
〇
月
ま
で
監

察
院
委
員
を
務
め
た
。

（
3
）　

林
田
和
夫
「
支
那
の
財
政
機
構
と
其
運
営
の
特
殊
性
（
二
）　　

支
那
に
於
け
る
国
家
経
済
と
社
会
経
済
と
の
相
剋
」『
満
鉄
調
査
月

報
』
一
七
―
六
、
一
九
三
七
年
六
月
。

（
4
）　

金
子
肇
「
国
民
政
府
予
算
策
定
機
構
の
形
成
過
程
（
一
九
二
八

―
一
九
三
一
）」『
史
学
研
究
』
一
八
五
、
一
九
八
九
年
。

（
5
）　

張
連
紅
『
整
合
与
互
動
：
民
国
時
期
中
央
与
地
方
財
政
関
係
研

究
：
一
九
二
七
―
一
九
三
七
』
南
京
：
南
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一

九
九
九
年
、
二
八
、
三
四
頁
。

（
6
）　

武
乾
「
南
京
国
民
政
府
預
決
算
法
制
的
演
進
及
特
点
」『
中
西
法

律
伝
統
』
三
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
。

（
7
）　

金
子
肇
「
中
国
の
統
一
化
と
財
政
問
題　
　
「
国
地
財
政
劃
分
」

問
題
を
中
心
に　
　

」『
史
学
研
究
』
一
七
九
、
一
九
八
八
年
。
第
一

次
全
国
財
政
会
議
は
一
九
二
八
年
六
〜
七
月
に
開
催
さ
れ
た
。

（
8
）　

賈
士
毅
『
民
国
続
財
政
史
』
上
海
：
商
務
印
書
館
、
第
一
巻
、

一
九
三
二
年
、
二
五
〜
二
八
頁
。

（
9
）　

焦
建
華
『
中
華
民
国
財
政
史
』
長
沙
：
湖
南
人
民
出
版
社
、
下

巻
、
二
〇
一
三
年
、
六
〇
〇
頁
。

（
10
）　

前
掲
『
民
国
続
財
政
史
』
第
一
巻
、
三
三
〜
三
六
頁
。
承
審
制

度
は
裁
判
所
が
な
い
地
方
で
県
長
が
司
法
の
役
割
を
代
行
す
る
制
度

で
、
承
審
員
が
県
長
を
補
佐
し
て
審
理
に
あ
た
っ
た
。

（
11
）　

中
央
政
治
会
議
は
、
国
民
政
府
の
国
務
活
動
を
指
導
す
る
国
民

党
の
組
織
で
あ
る
。

（
12
）　

一
九
二
九
年
一
一
月
五
日
「
財
政
部
遵
令
擬
具
一
九
三
〇
年
度

預
算
章
程
草
案
暨
附
件
呈
」（
財
政
部
財
政
科
学
研
究
所
、
中
国
第
二

歴
史
檔
案
館
編
『
国
民
政
府
財
政
金
融
税
収
檔
案
史
料
：
一
九
二
七

―
一
九
三
七
』
北
京
：
中
国
財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
二

二
〇
〜
二
二
二
頁
）。
一
九
三
〇
年
二
月
一
五
日
「
国
民
党
中
政
会
関

於
通
過
一
九
三
〇
年
度
預
算
章
程
草
案
咨
」
同
上
二
二
八
〜
二
二
九

頁
。「
中
華
民
国
十
九
年
度
試
辦
預
算
章
程
」『
国
民
政
府
公
報
』
四

〇
六
、
一
九
三
〇
年
二
月
二
七
日
。

（
13
）　

一
九
三
一
年
六
月
「
国
民
政
府
主
計
処
組
織
法
」
前
掲
『
国
民

政
府
財
政
金
融
税
収
檔
案
史
料
：
一
九
二
七
―
一
九
三
七
』
一
〇
三

〜
一
〇
五
頁
。

二
三
七
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（
14
）　
「
国
民
政
府
主
計
処
辦
理
各
機
関
歳
計
会
計
統
計
人
員
暫
行
規

程
」『
国
民
政
府
公
報
』
八
一
五
、
一
九
三
一
年
七
月
六
日
。

（
15
）　

一
九
三
七
年
三
月
一
九
日
「
国
民
政
府
主
席
林
森
指
令
主
計
処

為
擬
具
設
置
各
級
地
方
機
関
会
計
人
員
辦
法
一
案
応
准
照
辦
」
国
史

館
所
蔵
、
典
蔵
号
〇
〇
一
―
〇
一
二
〇
七
一
―
〇
〇
二
二
四
―
〇
二

〇
。「
国
民
政
府
訓
令
第
五
四
八
号
」『
国
民
政
府
公
報
』
二
四
〇
一
、

一
九
三
七
年
七
月
九
日
。
一
九
三
八
年
九
月
六
日
「
国
民
政
府
主
席

林
森
指
令
主
計
処
為
江
西
省
政
府
会
計
処
組
織
規
程
一
案
応
准
照
辦
」

国
史
館
所
蔵
、
典
蔵
号
〇
〇
一
―
〇
一
二
〇
七
一
―
〇
〇
二
二
一
―

〇
二
五
。

（
16
）　

民
国
叢
書
続
編
編
輯
委
員
会
編
『
江
西
年
鑑
』
上
海
：
上
海
書

店
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
六
頁
。
江
西
省
政
府
統
計
室
一
九
三
六
年

発
行
の
影
印
版
。
ペ
ー
ジ
数
は
原
書
に
よ
る
。

（
17
）　

陳
卓
人
「
省
県
地
方
主
計
制
度
之
研
討
」『
中
国
経
済
評
論
』
一

―
五
、
一
九
三
九
年
、
七
〇
頁
。

（
18
）　

前
掲
金
子
肇
「
国
民
政
府
予
算
策
定
機
構
の
形
成
過
程
（
一
九

二
八
―
一
九
三
一
）」
五
二
〜
五
三
頁
。

（
19
）　

一
九
三
一
年
一
一
月
二
日
公
布
「
預
算
章
程
」『
国
民
政
府
公

報
』
九
一
六
、
一
九
三
一
年
一
一
月
四
日
。「
修
正
預
算
章
程
第
三
十

四
条
第
三
十
九
条
条
文
」『
国
民
政
府
公
報
』
一
四
〇
一
、
一
九
三
四

年
四
月
三
日
。

（
20
）　

一
九
三
一
年
一
一
月
二
日
公
布
「
預
算
章
程
」
同
上
。
一
九
三

四
年
八
月
「
預
算
章
程
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
『
中
華
民
国
史

檔
案
資
料
彙
編
』
五
輯
一
編
、
財
政
経
済
（
一
）、
南
京
：
江
蘇
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
三
七
〜
一
三
八
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
）。

（
21
）　
「
政
府
編
送
二
三
年
度
国
家
普
通
歳
入
歳
出
総
概
算
案
」（
原
南

京
国
民
政
府
主
計
処
歳
計
局
編
『
歳
計
年
鑑
』
香
港
：
明
石
文
化
国

際
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
第
二
集
第
一
章
一
二
頁
）。
日
付
が
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
書
簡
の
内
容
か
ら
一
九
三
四
年
六
月
七
日
以
降
に
主

計
処
に
届
い
た
中
央
政
治
会
議
財
政
組
の
審
査
報
告
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）　

一
九
三
五
年
一
月
二
三
日
「
国
民
政
府
訓
令
第
七
六
号
」
前
掲

『
歳
計
年
鑑
』
第
二
集
第
一
章
二
七
〜
三
〇
頁
。「
中
華
民
国
二
十
四

年
度
国
家
普
通
歳
入
歳
出
総
預
算
」『
国
民
政
府
公
報
』
一
七
八
一
、

一
九
三
五
年
七
月
一
日
。

（
23
）　

全
国
財
政
会
議
秘
書
処
編
『
第
二
次
全
国
財
政
会
議
彙
編
』（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
『
中
国
近
代
政
治
史

地
資
料
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
一
九
六
八
年
、
リ
ー
ル
二
八
）

第
二
編
、
二
五
二
頁
。「
蓋
以
地
方
行
政
之
進
行
發
展
與
地
方
行
政
經

費
之
盈
虧
及
其
支
配
之
是
否
合
理
、
在
在
有
密
切
之
關
連
。
此
外
、

中
央
各
部
會
對
於
地
方
行
政
之
設
計
指
示
、
亦
槪
須
同
時
顧
慮
地
方

經
濟
。
故
於
地
方
行
政
經
費
預
算
決
算
之
編
定
、
事
前
事
後
均
應
與

聞
其
理
、
至
爲
明
顯
。
惟
按
之
、
國
民
政
府
二
十
年
十
一
月
二
日
公

二
三
八
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布
之
預
算
章
程
第
八
條
、
規
定
各
省
市
政
府
爲
編
定
第
二
級
槪
算
機

關
、
國
民
政
府
主
計
處
爲
編
定
第
三
級
槪
算
機
關
、
又
同
章
程
第
三

章
第
八
節
第
四
十
條
至
第
四
十
七
條
、
規
定
地
方
預
算
編
審
之
程
序

及
時
期
、
不
但
主
管
部
會
無
參
加
意
見
餘
地
、
卽
行
政
院
亦
無
初
度

審
核
之
權
、
似
與
行
政
統
系
有
所
未
合
且
影
響
於
行
政
之
效
率
、
似

有
及
時
改
弦
更
張
之
必
要
也
。」
第
三
組
の
主
任
委
員
は
馬
寅
初
、
常

任
委
員
は
楊
汝
梅
・
趙
棣
華
・
王
向
栄
・
龐
松
舟
で
他
に
一
九
名
の

委
員
が
い
た
。

（
24
）　

秦
孝
儀
主
編
、
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
編
輯
『
革

命
文
献
七
十
三
輯　

抗
戦
前
国
家
建
設
史
料　
　

財
政
方
面
』（
台

北
：
中
央
文
物
供
応
社
、
一
九
七
七
年
、
九
六
〜
九
七
頁
）。

（
25
）　

久
保
亨
「
国
民
政
府
の
財
政
と
関
税
収
入
、
一
九
二
八
―
一
九

三
七
年
」
増
淵
龍
夫
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
史
に
お

け
る
社
会
と
民
衆
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
所
収
。

（
26
）　

一
九
三
三
年
六
月
二
四
日
「
軍
事
委
員
会
委
員
長
南
昌
行
営
組

織
大
綱
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
編
『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
彙

編
』
五
輯
一
編
、
軍
事
（
一
）、
南
京
：
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

四
年
、
二
六
〜
二
八
頁
）。

（
27
）　

一
九
三
五
年
三
月
六
日
「
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
公
布
武
昌
行

営
組
織
大
綱
令
」
同
上
書
、
三
三
〜
三
四
頁
。

（
28
）　

樹
中
毅
「
強
い
権
威
主
義
支
配
と
弱
い
レ
ー
ニ
ン
主
義
党　
　

軍

事
委
員
会
委
員
長
南
昌
行
営
と
南
京
国
民
政
府
の
地
方
へ
の
権
力
浸

透　
　

」『
法
学
政
治
学
論
究
』
五
一
、
二
〇
〇
一
年
。

（
29
）　

程
懋
型
編
『
剿
匪
地
方
行
政
制
度
』
上
海
：
中
華
書
局
、
一
九

三
六
年
、
六
五
〜
六
七
頁
。

（
30
）　

一
九
三
五
年
八
月
「
江
西
省
二
十
四
年
度
概
算
案
簽
註
意
見
」

（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
、
檔
案
号
三
―
六
―
一
〇
四
五
〇
―

二
、「
山
西
省
一
九
三
四
年
至
一
九
三
六
年
度
地
方
歳
入
歳
出
概
算

書
」
一
一
頁
）。
檔
案
の
表
紙
が
「
山
西
省
」
と
な
っ
て
い
た
が
、

「
江
西
省
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
31
）　

一
九
三
五
年
八
月
一
六
日
「
江
西
省
政
府
呈
送
二
十
四
年
度
地

方
総
概
算
案
審
査
会
紀
録
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
、
檔
案
号

三
―
六
―
一
〇
四
五
〇
―
二
、「
山
西
省
一
九
三
四
年
至
一
九
三
六
年

度
地
方
歳
入
歳
出
概
算
書
」
九
四
頁
）。

（
32
）　

一
九
三
五
年
七
月
二
七
日
「
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
行

営
指
令
令
江
西
省
政
府
主
席
熊
式
輝
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所

蔵
、
檔
案
号
三
―
六
―
一
〇
四
五
〇
―
二
、「
山
西
省
一
九
三
四
年
至

一
九
三
六
年
度
地
方
歳
入
歳
出
概
算
書
」
五
五
頁
）。「
查
該
省
二
十

四
年
度
省
地
方
歲
入
歲
出
總
槪
算
書
、
核
數
雖
符
、
惟
以
二
十
五
年

度
一
五
鹽
附
捐
及
整
理
鎢
錳
鑛
收
入
作
抵
、
借
入
債
款
一
百
九
十
萬

元
、
列
爲
本
年
度
收
入
、
此
種
辦
法
、
決
不
能
認
爲
收
支
適
合
。
又

近
日
該
省
人
民
、
對
於
地
方
政
府
之
徵
收
捐
稅
、
幾
乎
怨
聲
載
道
、

二
三
九
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自
應
設
法
減
除
其
負
擔
。
迺
如
不
合
法
之
淸
匪
善
後
捐
等
、
非
特
未

能
剔
除
、
反
增
加
比
額
、
擴
大
範
圍
、
尤
屬
不
合
。」

（
33
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
三
三
一
頁
。
口
捐
と
は
粤
塩
、
閩
塩
、
浙

塩
に
課
さ
れ
た
塩
附
捐
で
あ
る
。

（
34
）　

一
担
は
、
一
〇
〇
斤
、
す
な
わ
ち
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。

（
35
）　

前
掲
「
江
西
省
二
十
四
年
度
概
算
案
簽
註
意
見
」
一
一
〜
一
四

頁
。「
田
賦
較
上
年
度
列
數
計
減
六
十
四
萬
餘
元
、
該
省
田
賦
迭
經
整

頓
、
加
之
匪
區
完
全
克
復
、
稅
收
自
隨
之
增
加
、
本
年
雖
沿
江
各
縣

被
水
成
灾
、
截
長
補
短
、
收
數
當
亦
不
致
較
上
年
減
色
。（
中
略
）
歲

入
經
常
門
第
一
款
第
二
項
契
稅
及
同
款
第
六
項
地
方
事
業
收
入
兩
項
、

雖
較
上
年
度
略
有
增
列
、
惟
該
省
匪
區
完
全
收
復
、
省
廳
又
新
訂
補

契
規
則
、
契
稅
收
入
、
當
可
大
有
起
色
。
而
鎢
錳
鑛
產
、
亦
可
因
匪

區
收
復
、
收
入
易
趨
暢
旺
、
均
可
照
行
營
核
飭
增
加
數
目
（
契
稅
十

萬
元
、
事
業
收
入
八
萬
元
）、
分
別
增
列
。」

（
36
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
三
一
六
頁
。

（
37
）　

前
掲
『
革
命
文
献
七
十
三
輯　

抗
戦
前
国
家
建
設
史
料　
　

財

政
方
面
』
四
九
〜
五
〇
頁
。

（
38
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
六
〇
〇
頁
。

（
39
）　

前
掲
「
江
西
省
政
府
呈
送
二
十
四
年
度
地
方
総
概
算
案
審
査
会

紀
録
」
九
六
〜
九
七
頁
。「
十
五
、
關
於
該
省
行
政
計
畫
內
整
理
土
地

事
項
、
請
由
院
令
行
該
省
政
府
查
照
內
政
部
審
核
意
見
、
將
江
西
省

各
市
縣
土
地
登
記
暫
行
章
程
修
正
呈
院
、
核
轉
中
政
會
議
備
案
、
以

符
法
令
。（
中
略
）
又
省
立
醫
學
專
科
學
校
、
本
年
度
槪
算
、
列
五
萬

二
千
八
百
〇
三
元
、
核
與
敎
育
部
所
定
標
準
、
相
去
甚
遠
、
應
設
法

擴
充
。」

（
40
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
三
八
七
頁
。

（
41
）　

前
掲
「
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
行
営
指
令
令
江
西
省
政

府
主
席
熊
式
輝
」
五
九
頁
。「
查
本
項
第
一
目
衞
生
處
本
處
經
費
、
及

第
六
目
淸
潔
股
經
費
、
列
數
太
多
、
應
各
減
四
分
之
一
、
計
共
應
減

列
銀
二
萬
六
千
一
百
七
十
二
元
。」

（
42
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
四
〇
九
〜
四
一
〇
頁
。

（
43
）　
「
賦
字
一
七
二
一
三
号
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
、
檔
案

号
三
―
六
―
一
〇
四
五
〇
―
二
、「
山
西
省
一
九
三
四
年
至
一
九
三
六

年
度
地
方
歳
入
歳
出
概
算
書
」
七
七
頁
）。

（
44
）　

日
付
不
詳
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説

明
文
点
逐
一
声
復
如
次
」（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
、
檔
案
号
三

―
六
―
一
〇
四
五
〇
―
二
、「
山
西
省
一
九
三
四
年
至
一
九
三
六
年
度

地
方
歳
入
歳
出
概
算
書
」
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
）。

（
45
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
五
頁
。「（
六
）
經
常
歲
入
第
九
項
債
款
收

入
本
項
內
第
一
二
兩
目
除
第
二
目
官
營
事
業
抵
借
收
入
三
十
萬
元
、

遵
照
核
定
意
見

列
、
倂
於
第
六
項
增
列
鎢
錳
鑛
收
入
四
十
萬
元
外

二
四
〇
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（
中
略
）
嗣
經
商
准
財
部
允
、
再
延
長
鹽
附
捐
一
年
、
經
於
本
書
內
編

列
抵
借
收
入
一
百
六
十
萬
元
、
藉
資
挹
注
。
幷
擬
以
此
項
收
入
再
向

銀
行
抵
借
六
十
萬
元
、
原
列
繼
續
延
長
一
五
鹽
附
捐
抵
借
收
入
、
擬

請
減
爲
六
十
萬
元
。」

（
46
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
四
五
三
〜
四
五
六
頁
。

（
47
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
七
頁
。「（
十
一
）
臨
時
歲
入
第
五
項
淸
匪

善
後
捐
收
入
、
本
省
銷
捐
一
因
指
充
團
隊
經
費
、
在
中
央
協
款
停
撥
、

而
後
正
苦
、
彌
縫
乏
術
、
驟
行
停
止
尤
屬
無
法
抵
補
。（
中
略
）
而
銷

捐
捐
率
則
於
奢
侈
品
與
必
需
品
之
劃
分
、
國
貨
與
非
國
貨
之
區
別
、

頗
合
經
濟
原
則
。
在
貿
易
局
未
設
立
以
前
、
可
稍
補
關
稅
壁
壘
所
不

及
。
經
依
據
上
項
理
由
、
專
案
電
奉
委
員
長
文
未
祕
蓉
電
、
准
予
保

留
一
年
、
本
年
度
仍
請
照
列
。」

（
48
）　

前
掲
『
江
西
年
鑑
』
三
一
六
頁
。

（
49
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
四
頁
。「
本
省
田
賦
最
旺
年
份
不
過
五
百
萬

元
。
二
十
三
年
度
歲
入
預
算
列
收
五
百
九
十
九
萬
元
、
係
剔
除
被
匪

區
域
不
計
。
其
安
全
縣
份
槪
按
丁
米
徵
額
十
成
列
數
、
擬
定
四
百
七

十
萬
元
、
作
爲
省
地
方
歲
入
外
、
其
溢
收
一
百
二
十
九
萬
元
、
卽
撥

充
補
助
縣
地
方
事
業
之
用
。
第
以
是
年
度
入
夏
以
後
、
亢
旱
成
灾
、

溢
收
絕
望
、
卽
應
徵
之
數
、
實
際
亦
僅
收
到
三
百
四
十
餘
萬
元
、
按

照
已
經
徵
收
此
項
、
所
有
本
年
度
列
收
五
百
三
十
七
萬
八
千
零
四
十

七
元
、
表
面
雖
較
上
年
度
減
列
、
實
際
已
屬
增
加
。
重
以
本
年
內
贛

東
北
各
處
洪
水
爲
灾
、
報
灾
者
已
逹
四
十
餘
縣
、
應
行
蠲
免
、
當
徵

少
數
、
原
列
數
額
尙
難
徵
足
、
如
再
照
上
年
度
增
列
六
十
餘
萬
元
、

結
果
必
陷
於
虛
收
實
支
之
弊
、
似
失
預
算
正
確
。」

（
50
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
。「（
二
）
經
常
歲
入
第
二

項
契
稅
（
中
略
）
本
年
度
鑑
於
匪
區
各
縣
均
已
收
復
秩
序
、
漸
趨
安

定
、
經
酌
列
收
三
十
一
萬
二
千
一
百
四
十
九
元
、
比
照
上
年
度
預
算

計
增
七
分
之
二
、
茲
仍
遵
令
勉
增
八
萬
元
、
改
編
爲
三
十
九
萬
二
千

一
百
四
十
九
元
。」

（
51
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
五
頁
。「（
四
）
經
常
歲
入
第
六
項
地
方
事

業
收
入　

本
年
度
鎢
錳
礦
收
入
原
列
之
三
十
萬
元
、
茲
遵
令
加
以
整

理
、
酌
增
四
十
萬
元
、
改
編
爲
七
十
萬
元
。」

（
52
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
一
三
〜
一
一
四
頁
。「（
三
三
）
本
省
行
政
計

劃
內
整
理
土
地
事
項
、
經
飭
由
土
地
局
遵
照
內
政
部
審
查
意
見
、
將

本
省
各
縣
土
地
登
記
暫
行
章
程
修
正
具
報
。（
中
略
）
至
省
立
醫
專
學

校
、
本
年
度
槪
算
原
列
之
五
萬
二
千
八
百
零
二
元
、
係
由
本
府
敎
育

廳
就
敎
育
基
金
一
項
統
籌
支
配
、
無
法
擴
充
。」

二
四
一



32

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
三
号

東洋学報　第103巻３号　南京国民政府の地方予算編成過程に関する考察　抜念校

（
53
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
六
頁
。「（
七
）
經
常
歲
入
第
十
項
公
路
建

築
專
款
、
查
公
路
建
築
剩
餘
金
、
全
國
經
委
會
借
墊
費
以
及
公
路
一

五
鹽
附
捐
、
按
其
性
質
、
自
應
歸
入
其
他
收
入
、
債
款
收
入
、
補
助

款
收
入
、
各
項
內
分
別
編
列
。
惟
歷
屆
省
地
方
預
算
、
關
於
公
路
建

築
款
收
入
、
均
係
以
專
款
項
目
列
數
、
本
年
度
仍
請
照
列
。」

（
54
）　

前
掲
「
謹
将
本
省
二
十
四
年
度
総
概
算
内
核
飭
更
正
及
説
明
文

点
逐
一
声
復
如
次
」
一
〇
六
頁
。「（
八
）
經
常
歲
入
第
十
一
項
整
理

土
地
專
款
收
入
、
查
南
昌
等
五
縣
土
地
登
記
圖
證
費
及
土
地
整
理
借

款
、
或
屬
行
政
收
入
、
或
屬
債
款
收
入
、
本
應
歸
納
於
相
當
科
目
。

惟
此
款
旣
已
捐
、
作
整
理
土
地
之
用
、
應
屬
專
款
範
圍
。
故
另
立
一

項
、
本
年
度
仍
請
照
列
。」

（
55
）　M
orse, H

osea B
., The Trade and Adm

inistration of the C
hi-

nese Em
pire, London; N

ew
 Y

ork: Longm
ans, G

reen, 1908, 

pp.82–83.

（
56
）　

前
掲
『
歳
計
年
鑑
』
第
四
集
第
五
章
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。
主

計
処
か
ら
江
西
省
政
府
へ
の
書
簡
。
日
付
は
不
詳
だ
が
、
一
九
三
六

年
四
月
以
降
に
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
57
）　

前
掲
『
歳
計
年
鑑
』
第
三
集
第
五
章
、
一
頁
。
同
上
第
四
集
第

五
章
、
一
、
九
六
、
一
〇
一
、
一
一
一
〜
一
一
二
、
一
一
五
、
一
一

九
、
一
二
三
〜
一
二
四
、
一
三
二
、
一
三
六
、
一
四
一
〜
一
四
二
、

一
四
六
、
一
五
一
、
一
五
六
頁
。

（
岡
山
大
学
学
術
研
究
院
社
会
文
化
科
学
学
域
・
講
師
）

二
四
二
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TOYO GAKUHO

THE JOURNAL OF THE RESEARCH DEPARTMENT OF

TOYO BUNKO

Vol. 103, No. 3

December 2021

Local Fiscal Budgeting under the Nanjing Nationalist Government:

A Case Study

SATO Jumpei

         This article analyzes the case of the 1935 budgetary request submitted 

to the central government by Jiangxi Province, in order to examine whether 

the conventional wisdom of the research to date that the Nanjing National 

Government’s budgeting system was institutionalized by the formation in 

April 1931 of the Directorate General of Budget, Accounting and Statistics 

(hereafter DGBAS) by the Legislature, under the leadership of Hu Han-min, 

applied not only to the national but also the local budgeting process.

         After the rules for the DGBAS budgeting system were instituted in 

November 1931, the Department took over the task of preparing budgetary 

documents from the Ministry of Finance. However, at the Second National 

Fiscal Conference, the Ministry of the Interior argued that central government 

agencies not being allowed to deliberate and comment on local fiscal affairs 

was inconsistent with the whole administrative chain of command and impaired 

its efficiency, resulting in the decision to have provinces and special munici-

palities submit budgetary requests not only to the DGBAS but also to the 

Executive Branch and the Ministry of Finance, after which the Executive 

i
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Branch would submit the findings of their deliberations to DGBAS. This new 

protocol, which was implemented in August 1934, strengthened the authority 

of the Executive Branch and the Ministry of Finance in the formulation of 

local fiscal budgets.

         In the case of the 1935 budget estimate submitted by Jiangxi Province, 

the field headquarters of the Military Affairs Commission, DGBAS, and the 

Executive Branch all deliberated on the figures and collectively made adjust-

ments. The reason why the Military Affairs Commission became involved was 

probably that Jiangxi Province had been designated as an Army “Suppression 

of Banditry” (jiaofei 剿匪) Area to fight CCP insurgents. The Executive 

Branch held its deliberations on 16 August 1935, almost five months later than 

the deadline set in the budget rules, and about a month and a half after the 

beginning of the fiscal year 1935. During those proceedings, the topics of tax 

revenue adjustments and the cessation of the tax for mop-up operations in jiao-

fei Areas were discussed in the light of the reestablishment of CCP held terri-

tory, but no decision could be reached by the end of the fiscal year.

         The author concludes that the central government’s tenuous control over 

provincial budgeting was not unique to Jiangxi Province, due to the fact that 

as of 1935 DGBAS had not yet established its new budgeting regime at the 

local level, in particular, and the central government’s lack of understanding 

regarding local fiscal affairs, in general.

Changes in Grassroots Regime and Mass Organization in

Shenyang (1948–1954)

SUI Yi

         Shenyang was the first large-scale industrial city to be taken over by the 

Chinese Communist Party. The process of exploration and adjustment in the 

city’s grassroots regime and mass organization went through four stages be-

ii
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